
令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立北野高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続 校内外成果発表会の実施
校内外成果発表会の発表本
数

校内638
校外91

校内620
校外25

校内621
校外134

校内　●課題研究　中間発表80  最終発表160
　　　●学校設定科目「国際情報」理科発表160　統計発表180
          ●学内留学20(80人)
          ●即興型英語ディベート予選会13(53人)　練習会8(34人)

校外　●大阪サイエンスデイ１次 4(17人)、2次 3(10人)
　　　●京大サイエンスフェスティバル１次１（３人）
          ●科学の甲子園1(6人＋補欠1人)
          ●即興型英語ディベート関西交流大会 4(8人)
　　　●即興型英語ディベート全国大会４（３人）
　　　●全国高校生フォーラム1(2人)
　　　●WWL　ALクラス中間発表会1(2人)
          ●WWL　台北第一高級中学校 オンライン発表会13(13人)
          ●WWL　オーストラリア キアンビアン高校　オンライン発表会２６(26人)
          ●WWL　国際会議６０
　　　●GLHS１０校発表会３（７人）
　　　●学会での発表１３

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

91.90% 92% 94.20%

「国際情報」のアンケート「プレゼ
ンファイルの作成技能が修得でき
た」、「プレゼン発表の技能が向上
した」、「クラス全体としてプレゼ
ンレベルが向上した」肯定的回答率
⇒　９５％

学内留学アンケート「以前より人前
で発表することに抵抗が少なくなっ
た」肯定的回答率　⇒９３．３%
これらの平均　　９４．２%

A 継続

②英語運用能力 継続 学内留学講座の実施 参加者数 80人 80人 80人
１年生
ビジネス講座(20人)、心理学講座(20人)、天文学講座(20人)、
環境学講座(20人)

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

97.40% 95% 94%

学内留学アンケート「以前より英語
でのコミュニケーションに抵抗がな
くなった」及び「以前より英語によ
るコミュニケーション能力を高めた
いと思うようになった。」の肯定的
回答率の平均
⇒９４%

A 継続

③英語運用能力 充実
英語による講演・大学院留
学生との交流会実施

参加者数 580人 600人 487人

●駐日欧州連合出前授業「EUがあなたの学校にやってくる」
　1,2年生 120人
●即興型英語ディベートデモンストレーション　１年生 320人
●critical thinking養成講座 2年生 47人

B
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

90.6% 90% 88.40%

・「EUがあなたの学校にやってく
る」肯定的回答率⇒９０．２％
・critical thinking養成講座　肯定
的回答率⇒８６．６％
これらの平均⇒８８．４％

A 継続

④違いを認め共に生きる
力・紛争を解決する力

充実 異文化理解教育の実施

海外の高校や大学等へ訪問
した人数と受け入れた人数
の合計
（一日交流は含まない）

２人 ２人 ２人 渡航受入　●インド人 １人(5か月)　●パキスタン人 1人(5か月) A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

93.7% 95% 88.80%

留学生の２人の北野高校における異
文化交流に対する肯定的回答率⇒
100％

留学生２人の受け入れに対するアン
ケートでの 肯定的回答率⇒２月ア
ンケート実施

B 充実

⑤共感力・協調性 再編
チームビルディング講座の
実施

参加者数 ー 1年生全員 320人 １年生　スタートアップ研修でチームビルディング講座を実施 A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

ー 95% 98.90%
チームビルディング講座に対する肯
定的回答率⇒９８．９％

A 継続

⑥バランスのとれた豊かな
人間性の育成

継続 部活動の充実 部活動の加入率 97.20% 95% 95.80%
加入人数(3学年計)　運動部571人、文化部　382人、
合計　953人 　加入率 95.8％ A

当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

97.7% 95% 92.80%

生活アンケート「部・同好会活動を
総合的に評価しますか」の肯定的回
答率（３学年の肯定的回答率を有効
回答数で割る）⇒９２．８％

A 継続

⑦高い志を育む 継続
各界リーダーによる講演会
や指導の実施

講演の回数及び講座指導回
数

講演４０回
指導８６回

講演４０回
指導６０回

講演26回
指導170回

●知的世界への冒険　　講演７回　指導７回
●学部学科ガイダンス　講演５回　指導１２回
●キャリアガイダンス　講演２回　指導４回
●WWＬ講演会「リーダーの資質とは」(廣瀬俊朗氏　ラグビー日本代表元キャプテ
ン)
●WWＬ講演会「海外で働くこととは」( 富永生氏　Rakuten USA)
●即興型英語ディベート講演会３回
●課題研究講演会
1)「研究者の心得　はやぶさプロジェクト 課題へどう立ち向かうか」
   (藤本正樹氏　JAXA副所長)
2)「課題研究の進め方」(信川久実子氏　近大講師)
●課題研究各講座での講演　生態学１回、動物自然史１回、消費行動学１回、
●課題研究各講座での指導１１８回
●課題研究　中間発表会指導助言１２回　最終発表会指導助言１７回
●京都大学講演会2回

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

99.7% 95% 99%
知的世界の冒険 ９９％
キャリアガイダンス ９８．１％
学部学科ガイダンス　９９．９％

A 継続

⑧キャリア教育の推進 継続

若手研究者による学部・学
科ガイダンスの実施
社会人による職業ガイダン
スの実施

生徒の参加率 100% 100% 100%
●キャリアガイダンス（１年生対象）
●学部学科ガイダンス（２年生対象）

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

99% 95% 99%
キャリアガイダンス ９８．１％
学部学科ガイダンス　９９．９％

A 継続

⑨高大連携の推進 継続
大学におけるセミナー等へ
の参加

セミナー等に参加した生徒
数

49人 600人 66人

京大キャンパスガイド10人
阪大キャンパスツアー9人
京大SDGsリーダー育成プログラム　3人
読売新聞・自治医科大学主催　地域医療体験プログラム　1人
阪大SEEDS　2人
大阪教育大学　教師にまっすぐ　1人
大阪府立大学　工学研究の最先端　3人
京大サマープログラム　4人
京大ELCAS　３人
京大・府教委主催　マス・インターセクション　3人
科学の甲子園７人
大阪サイエンスデイ一次4班(17人),
京大サイエンスフェスティバル３人

B
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

96.3% 95% 100%
京大キャンパスガイド １００％
阪大キャンパスツアー １００％

A 継続

⑩授業力向上 継続
校内外の授業見学・研究協
議の実施

授業見学・研究協議をした
教員の割合

98.30% 97% 98% 相互に授業見学を行った教員は98％ A
当該アンケートによる生徒
の肯定回答率

93.0% 95% 96.60%
学校教育自己診断（生徒対象）「授
業は興味深く満足できるものであ
る」の肯定回答率⇒９６．６％

A 継続

⑪若手教員の指導力向上 継続
他校と連携した研修講座の
実施

指導力向上研修の実施回数 5回 5回 ２３回

本校にて
公開研究授業実施１０回（德丸×２、松山×２、　山本×２、小松×２、田路、武
田）

校外へ　公開研究授業参加 1３回　（松山×２、德丸、小松、山本、武田、Mary、
國里、西田、奥井、後藤、岡崎、三輪）

A
当該アンケートにおける参
加教員の肯定回答率

100% 95% 100% 聞き取り調査　１００％ A 継続

⑫授業力・指導力の向上 継続
保護者を含む外部への授業
公開

保護者を含む外部からの見
学者数

337人 300人 784人

１年保護者３７３人　２年保護者２４６人　３年保護者１２９人
計７４８人
他校からの教員等による公開授業参加数 ３３人
学校訪問　富岡東高校２人、岡山県教育委員会３人

A
当該アンケートにおける参
加者の肯定回答率

98.8% 95% 98.70%
保護者の授業公開後アンケートにお
ける肯定的回答率⇒９８．７％

A 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規
GLHS校以外の近隣校との
合同課題研究発表会の相互
見学

実施回数 - ２回 ３回

本校課題研究中間発表会へ桜塚高校から教員の見学１
ALクラス中間発表会へGLHS以外の生徒教員の見学１
本校課題研究最終発表会へ桜塚高校から生徒２ 教員１、園芸高校から生徒１　教員
１

- 参加満足度（４段階） - - 4.0 - 継
続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規
GLHS校以外の教員との授
業互見と、研究協議の実施

実施回数 - ５回 11回
本校にて
公開研究授業実施11回（德丸×２、松山×３、　山本×２、小松×２、田路、武
田）

- 参加満足度（４段階） - - 3.9 - 継
続
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事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

「国際情報」や学内留学
のアンケートの肯定的回
答率の上昇からも、取組
みが着実に生徒に浸透し
ていることがわかる。ま
た、学外での発表会本数
が上昇するとともに、学
会でも発表するなど取組
みが充実している点につ
いては評価できる。

AA

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

AA

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績前年度実績 目標値 実績

地域拠点としての取組
み初年度にあって、近
隣高校を招いて自校の
課題研究発表会を実施
できたことは評価に値
する。また、自校教員
が他校に出向き、他校
との交流の機会を多く
持てたことも大いに評
価できる。

A

学
校
独
自
の
取
組

毎年留学生を受け入れて
いる点が北野高校の特徴
的な取組みである。異文
化交流として、留学生の
受け入れは大変重要であ
り、肯定的回答率の減少
の原因を検証しつつ、留
学生との交流の工夫に期
待したい。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

各界リーダーによる講演
会の回数は減ったが、指
導回数が大幅に増加して
いることは大変評価でき
る。引き続き、時代とと
もに求められているもの
を見極めながら、講演等
の内容について更新して
いくことを期待してい
る。また、コロナ禍の影
響もあり、大学セミナー
等への参加人数につい
て、目標に達しなかった
ので、今後、目標値の検
討や取組みの更新等を検
討してはどうか。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

校内外での公開授業につ
いて高い実績を残し、積
極的に授業力の向上に努
めたことは大変評価でき
る。他校からの見学受け
入れも多いため、他校と
の情報や意見交換を通じ
て、さらなる授業力・教
員力の向上につなげても
らいたい。

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－１



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立北野高等学校

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

96.90% 97% 97.80% 生徒数312名　受験者数305名 A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における得点率
の平均

81.30% 82% 76.10% ９００点満点　　平均684.8点 A 継続

⑱課題研究活動
学会や大学での研究会・研究紀要等
での発表数

８件 5件 13件

・プリマーテス研究会　１
・日本金属学会2021年講演大会　第６回「高校生・高専学生ポスター発
表」１
・第24回化学工学会学生発表会　１
・天文学会ジュニアセッション　2
・神戸大学高校生のためのシンポジウム　1
・プラズマ核融合学会　1
・関西学院大学　大学生の建築作品展　4
・化学工学会　１
・第62回日本動物園水族館教育研究会　１

A 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数（「国レベル」には全
国大会出場者を含む）①府レベル②
国レベル

①9人
②２人

①5人
②5人

①３人
②２人

①化学グランプリ近畿支部支部長賞　１人
②物理オリンピック銅賞 １人
②物理オリンピック日本大会金賞　１人
②物理オリンピックアジア大会入賞　１人
②化学オリンピック銅賞　１人

B 充実

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験

英語外部検定試験の受験
①受験者数
②取得スコア（級）
(1)英検２級以上相当　(2)英検準１級相
当

①61
②(1)27
   (2)1７

     ①50
     ②(1)25
        (2)15

①56
②(1)27
(2)12

A 継続

大多数の生徒が、英検２級相当であ
るCEFR段階のB1の英語力を有す
る中、英語外部検定試験の受験につ
いて、より高いレベルでの受験を促
すなどの工夫を検討していただきた
い。

C

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

268人 250人 217人 A 継続

㉒進学実績
難関国立大学（東大・京大・阪大）
現役・浪人合格者数

163人 170人 169人 A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 185人 180人 199人 A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0人 1人 ０人 B 継続

AA

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績

Ⅶ．課題研究活動

目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

昨年度から共通テストの得点率平均
は下がったものの、全国的に平均点
が下がる中、その下げ幅が５ポイン
ト程度で留まっていることは評価で
きる。

AAA

実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

生徒の集中力に負けない授業づくりをめざし、教員の指導力向上の取組みを進めていることが、卓越した進学実績につ
ながっている。今後は広範な領域で活躍する卒業生とのネットワークを強化し、外部講師などの立場から刺激を受ける
などの取組みを行うことで、生徒の視野をさらに広げていただきたい。今後も全国公立高校のモデルとしての取組みを
期待したい。

学会等での発表本数は、目標値及び
昨年度実績を上回った。また発表分
野も多岐にわたり、課題研究の深化
が伺える。引き続き、期待したい。

AA

Ⅸ．進学実績

難関国公立大学合格者、現役国公立
大学進学者は昨年度実績から上回り
大変評価できる。共通テストの平均
点が下がった中、生徒の高い志と粘
り強さ、教員の絶え間ない学習支援
がこの結果につながっているのでは
ないか。引き続き、さらなる飛躍を
期待する。

AAA

共
通
の
取
組
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　府立豊中高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続
課題研究成果発表会の実施
（豊高プレゼンテーショ
ン）

校内成果発表会の発表件数

理科口頭発
表57本

文科口頭発
表34本

能勢分校口
頭発表3本
1年94本

理科口頭発
表55本

文科口頭発
表35本

能勢分校口
頭発表3本
1年90本

理科口頭発
表54本

文科口頭発
表35本

能勢分校口
頭発表4本
1年92本

「豊高プレゼンテーション」
における課題研究の口頭発表 A

プレゼンテーション能力が
向上したと回答した発表生
徒の割合

85% 85% 86%
豊高プレゼンテーションの
終了後にアンケートを実施

A 継続

②英語運用能力
　科学的リテラシー
　言語活用力

継続
各種コンテスト
及び英語即興型ディベート
活動への積極的参加

①全国大会参加数

②府内及び近畿（西日本）
等地方大会参加数

③ディベート活動参加回数

①12回

②７回

③96回

①10回

②5回

③100回

①11回

②７回

③120回

①SSH生徒研究発表会1組
JICA「国際協力作文コンクール」360名
国際会議 10th International Conference
on Mathematical Modeling in Physical
Sciences, September 6-9, 2021, online
にて口頭発表
電子情報通信学会 安全・安心な生活とICT研
究会にて口頭発表
令和３年度電気学会U-21学生研究発表会
全国高校生フォーラム
WWL国際会議
テクノ愛2021　高校の部
日本情報オリンピック
WWL・SGH×探究甲子園2022　2組

②大阪サイエンスディ　第一部、第二部
　科学の甲子園　4位
　生徒生物研究発表会
　GLHS合同研究発表会
　大阪教育大学作文コンクール
　大阪教育大学　教師にまっすぐ

③ディベートセミナー15回
ディベート体験9回
ディベートチーム　96回

A
英語運用能力に自信がつい
たと回答した参加生徒の割
合

93% 93% 93%
即興型ディベートが終了後
にアンケートを実施

A 継続

③英語運用能力 継続 英語リスニングセミナー 講習参加者数 269名 300名 392名 土曜講習参加者 A
英語運用能力に自信がつい
たと回答した参加生徒の割
合

92% 92% 93%
講習終了後にアンケート実
施

A 継続

④協調性・共感力 継続
海外フィールドワークの実
施

参加者数 33名 35名 53名

夏に国内留学プログラムを実施。
SSH,WWLで年度末に予定してい
た海外研修（シンガポール、ベト
ナム）は中止予定→代替案となる
行事を計画
SSH：東京研修　19名（中止）
WWL：国内留学研修　38名
Thinking Strategy Program16
名

A

参加を通して、異文化の人
とコミュニケーションを
とったり、意見を発表した
りする力が高まったと回答
した参加生徒の割合

100% 100% 100%
プログラム終了後にアン
ケート実施

A 継続

⑤違いを認め
　共に生きる力

継続
大阪大学の留学生との
交流会の実施

参加者数
1年生
360名

1年生
360名

１年生
360名

1月14日大阪大学の留学
生との交流会をオンライン
にて実施

A
異文化について理解を深め
ることができたと回答した
参加生徒の割合

100% 100% 100%
グループで調査してきた内
容を英語で発表できた生徒
の割合

A 継続

⑥高い志をはぐくむ
　規範意識

継続
地域交流活動
ボランティア活動の推進

活動人数 2年生全員 2年生全員 2年生全員
地域交流活動がコロナのため
実施できず、修学旅行中での
フィールドワークを実施

A
ボランティア活動に参加し
た生徒のルーブリック評価

90% 90% 95%
「志学」に対するアンケー
トでの肯定的回答率

A 継続

⑦高い志をはぐくむ 継続 土曜セミナー等の実施

イノベーションセミナー
（6回）
英語ディベートセミナー等
の合計実施回数

６回 10回 20回
イノベーションセミナー５回
英語ディベートセミナー15
回

A

授業以外の体験ができた・
学びに対する意欲が増した
と
回答した参加生徒の割合
（新規）

88% 90%
ディベート

92%
プログラム終了後にアン
ケート実施

A 継続

⑧高い志をはぐくむ 充実
各界で活躍している方によ
る講演会の実施

講演会の回数 33回 35回 53回

京大講演会１回(47名)
京大見学会２回(62名)
阪大講演会２回
課題研究・グループ別講演
文科：33回
（Zoom・対面にて各グルー
プで実施）
ＷＷＬ講演会1回
探究ガイダンス14回

A
目標を高くもって頑張ると
回答した参加生徒の割合

95% 95% 98%
進路講演会、WWL講演会
の肯定的回答率

A 継続

⑨教科指導力の向上 充実

①教科の垣根を超えた相互
の授業見学
②授業改善に向けた教員研
修の実施

①研究授業の実施回数
②校内での教員研修の回数

①8回
②6回

①10回
②6回

①10回
②９回

①公開授業大会　6回
　初任者授業公開　２回
　ICT活用授業公開　1回
　教育C研究Forum　１回
②公開授業大会　7回
　端末に係る研修　2回

A
学校教育自己診断における
項目の肯定的評価の割合

①89％
②89％
③92％

①90％
②90％
③92％

①94％
②93％
③93％

①授業内容は自分の学習や
発達に役立っている
②教材や指導方法に工夫が
感じられる授業がある
③授業で自分の考えをまと
めたり発表する機会がある

A 継続

⑩課題研究力向上 充実
課題研究における評価方法
の検討

・評価のルーブリック
　検討会議の回数を年間に
2回実施

8回 5回 12回
課題研究委員会（文理共通）
を立ち上げ定期的に会議を実
施。

A
ルーブリック作成を通じて
指導力が向上したと答える
教員の割合

100% 100% 100%
課題研究委員会に参加した
教員アンケートの肯定的回
答率

A 充実

⑪GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規

①課題研究中間発表、豊高
プレゼンを観覧、視聴した
学校数及び生徒数
②他校科学系部活動との交
流回数

①実施回数、参加人数
②実施回数

-
①3校10名

②5回
①3校13名

②０回

①7月20日公開授業大会
1校5名
2月９日豊高プレゼン2校
8名
②豊中市理科展、刀根山高
校との交流を計画していた
が新型コロナのため実施で
きず

- 参加満足度（４段階） - - ①3.5 - 継続

⑫GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規 教員研修への参加教員数 参加人数 - 10名 49名

7月20日実施公開授業大
会への参加：42名
10月20日課題研究中間発
表会への参加：４名
２月９日豊高プレゼンへの
参加：3名

- 参加満足度（４段階） - - 3.3 - 継続

令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

前年度実績 目標値 実績
事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

ディベート活動の増加は
評価したい。これまでの
取組みにとらわれず、常
に新たなチャレンジを通
して、高い英語運用能力
が育まれることを期待し
たい。また、土曜講習の
参加者も大幅に増加して
いることから、生徒の意
欲の高さと教員の指導体
制の充実が伺える。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

公開授業や教員研修の充
実は大変評価できる。研
修での取組みの成果が高
い生徒の授業評価にもつ
ながっており、継続して
校内研修等の充実に取り
組まれたい。また、ICT
の教育効果の展開に積極
的かつ意欲的に取り組む
姿勢を評価したい。

AA

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績

学
校
独
自
の
取
組

自校の公開授業への他校
教員の参加数は随一。他
校教員のニーズを的確に
捉え、地域の拠点校とし
ての役割を果たしてお
り、大変評価できる。

A

海外研修の代替プログラ
ムの充実が参加生徒数や
アンケート結果に実績と
して表れている。今後
も、学校内外の資源を活
用した取組みに期待す
る。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

土曜セミナー、講演会の
実績が昨年度から大幅に
増加しており、生徒の満
足度も非常に高く、大変
評価できる。高い志を維
持・向上させていくため
の教員全体の働きかけが
この結果につながったの
ではないか。引き続き、
回数もさることながら、
その内容についても絶え
ず研究し、さらなる充実
に努めてもらいたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－２



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立豊中高等学校

コメント 評価

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

85.0% 85.0% 88.7% A 継続

⑮大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における
得点率80％以上の者の割合

11.6% 12.0% 3.0% C 継続

⑯課題研究活動 学生TAによるルーブリック評価 3.6 3.6 3.6 B 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数

全国レベル
7グループ

全国レベル
7グループ

全国レベル
７グループ

JICA「国際協力作文コンクール」特別学校賞、大教大作文コ
ンクール佳作、国際会議 (10th International Conference
on Mathematical Modeling in Physical Sciences)参加
賞、令和３年度電気学会U-21学生研究発表会佳作、テクノ
愛2021高校の部健闘賞、教師にまっすぐ小論文優秀賞、日
本情報オリンピック敢闘賞

B 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑱英語外部検定試験 CEFR B1レベルの生徒数
１年：14名
２年：12名
３年：71名

１年：10名
２年：15名
３年：50名

１年：10名
２年：15名
３年：91名

A 継続

３年生のCEFR B1レベルの生徒数
が大幅に向上している。その要因
について分析するとともに継続し
て高い水準を維持されたい。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

96名 100名 103名 A 継続

⑳進学実績
進路希望達成率
（年度当初の進路希望達成率）

27.8% 25.0% 25.2% A 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 130名 130名 134名 A 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ０名 1名 1名 A 継続

A

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績

Ⅶ．課題研究活動

目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

大学共通テストの得点率は下がっ
たものの、５教科７科目受験者の
割合は昨年度より増加してる。ま
た、学力調査による学力の伸長も
昨年度に比べ、特に２年生から３
年生での伸長が顕著に伺え、評価
できる。

AA

実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

コロナ禍においても、「教育活動の充実」、「組織運営の円滑な推進」、「教員の育成」におい
て、成果を挙げた。特に、ICTを使った授業について、積極的かつ意欲的に取組む姿勢を評価した
い。また、地域拠点の取組みについて、多くの学校を巻き込んだ取組みを実施しており、本取組
みのさらなる充実に期待したい。

実績としては昨年度と同様である
が、新たな探究ガイダンスにおけ
る大学教員の講演等の活動は、１
年生の課題研究スタート時の動機
づけにつながり、効果的であるた
め、評価できる。

B

Ⅸ．進学実績

進路希望達成率は下がったもの
の、スーパーグローバル大学（タ
イプＡトップ型）およびグローバ
ルサイエンスキャンパスへの進学
者数は目標値及び昨年度実績を上
回り、実績は徐々に向上してい
る。

A

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組



　府立茨木高等学校

コメント 評価

①言語活用力 継続
ディベートを取り入れた英
語授業の実施

実施回数
7回

／講座
6回

／講座
7回

／講座
目標を達成した Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
ディベートをすることで英
語の表現力が高まった

80% 80% 83% 目標を達成した Ｂ 継続

②言語活用力・ICT活用力 継続
教科・委員会活動を通じた
プレゼンテーション能力の
向上

Ａ：「保健」の授業でのプ
レゼンテーション

Ｂ：「1年行事委員会活
動」での生徒間のプレゼン
テーション

Ａ：1回
／生徒

Ｂ：4回

Ａ：1回
／生徒

Ｂ：10回

Ａ：1回
／生徒

Ｂ：4回

Ａ：1年「保健」の授業では
プレゼンテーションを実施、
2年「保健」においては、健
康の分野でディベートを実
施、それぞれその中で最低1
回は発言する機会を持たせ
た。
Ｂ：感染予防の観点から回数
を減らして実施した

Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
Ａ：授業を通じて自らの成
長を実感できた
Ｂ：1年行事委員会に参加
して充実した活動ができた

Ａ：96％

Ｂ：97％
90% 92%

Ａ：1年85％　2年92％

Ｂ：100%

目標を達成した

Ｂ 継続

③基礎学力の向上 再編
進路目標達成のための基礎
的教養や知識を高める図書
の充実

図書館の開館日数の確保 183日 210日 194日
複数回の臨時休業もあった
中で、感染予防に努めなが
ら可能な限り開館した。

Ｂ

Ａ：生徒に対する図書館蔵
書の貸出冊数

Ｂ：1、2年生生徒一人あ
たりの読書冊数

Ａ：2109冊

Ｂ：新規

Ａ：3000冊

Ｂ：15冊
　　／1人

Ａ：2117
冊

Ｂ：9.2冊
　　/１人

新型コロナウイルス感染拡
大のため図書館の開館日数
が十分確保できなかったこ
とが影響し、目標が達成で
きなかった。

Ｃ 継続

④共感力・違いを認め共に
生きる力

継続
生徒の人権委員を中心とし
た多文化共生・多様性受容
の取組み

(生徒主体の人権行事に係
る)
生徒人権委員会の実施回数

12回／2年
（１、3年
の人権行事
は中止）

年5回

6回／３年

14回／２
年

２回／１年

３年「ライフワークバラン
スとジェンダーについて考
える」

２年「環境問題と人権」

１年「ＳＮＳ講習会」

Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
さまざまな取組みを通じ
て、深く自国や自分自身を
見つめ直し、広い視野を
もって積極的に他者に関わ
ろうとする姿勢をはぐくむ
ことができた

2年：87％
（１、３年
の人権行事
は中止）

90% 97%

３年：97％
２年：96％
１年：98％
目標を大きく上回った

Ａ 継続

⑤課題発見力・紛争を解決
する力

継続
生徒各種委員会の定例開催
と討議内容の充実

実施回数 77回 50回 84回

生徒議会：29回
その他の委員会：55回

目標を大きく上回った

Ａ

【アンケートによる生徒の
評価】
「文化祭」「体育祭」等の
学校行事の取組みは充実し
たものになっている

文化祭
91％

（体育祭は
中止）

90% 95%
文化祭：95％
体育祭：95％
目標を大きく上回った

Ａ 継続

⑥健康・体力をはぐくむ 再編
リーダー研修Ⅲ（クラブサ
ポート事業）の実施

Ａ：実施回数

Ｂ：参加クラブ数

　Ａ：8回

　Ｂ：新規

　Ａ：5回

　Ｂ：10

Ａ：3回

Ｂ：６

年間5回を予定していた
が、5月・9月は新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響
で中止となった。熱中症予
防講習会には全クラブ等
（43）の代表者と体育祭
各団総長が参加した。

Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
研修内容を今後のクラブ活
動において有効活用できる

98% 90% 100% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑦高い志・規範意識をはぐ
くむ

継続
リーダー研修Ⅰ（リーダー
としての資質の獲得）の実
施

実施回数 11回 10回 11回 目標を達成した Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
研修内容を今後のクラブ活
動において有効活用できる

98% 90% 100% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑧高い志・共生力をはぐく
む

継続 ボランティア活動の推進 参加した地域活動等の種類 13 50 15

新型コロナウイルス感染防
止の観点から制約がある中
で工夫し、実施可能なもの
については、積極的に取り
組んだ。

ー 生徒ののべ参加人数 174名 1000名 323名

新型コロナウイルス感染防
止の観点から制約がある中
で工夫し、実施可能なもの
については、積極的に取り
組んだ。

ー 継続

⑨学びの意味と自らの将来
について深く考える

継続 学問発見講座・卒業生講座 実施講座数・実施回数
22講座
／年1回

（学問発見
講座は中

止）

20講座
／年2回

24講座
/年2回

学問発見講座：14講座

卒業生講座：10講座
Ａ

【アンケートによる生徒の
評価】
「学問発見講座・卒業生講
座」は、自分にとって満足
できる内容であった。

97％
(卒業生講

座）

90% 96%
学問発見講座：96％
卒業生講座：96％
目標を大きく上回った

Ａ 継続

⑩最先端の学びの研究 継続

大学等と連携した「最先端
の学び」を知る取組み及び
教科・科目の研究会を通じ
て専門知識を深める取組み

Ａ：大学等と連携した取組
みの回数
Ｂ：教科・科目の研究会等
への参加回数

Ａ：58回

Ｂ：24回

Ａ：20回

Ｂ：50回

Ａ：64回

Ｂ：31回

Ａ：大きく目標を上回った

Ｂ：コロナ禍の中、参加可
能なものについては積極的
に参加した

Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
この先生の授業を受けて、
科目に対する興味・関心が
いっそう深まった

89% 85% 91% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑪授業力向上 再編
バディシステムを用いた互
見授業（グループウェアソ
フトの利用を含む）の実施

教員1人あたり年2回以上
の実施

新規 2.0回／人 3.9回/人 目標を大きく上回った Ａ

【アンケートによる生徒の
評価】
この先生の授業は信頼でき
るので、来年もこの先生の
授業を受けたい（後輩に受
けさせたい）

93% 89% 95% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑫授業力向上 再編
研究授業及びグループウェ
アソフトを利用した授業研
究意見交換の実施

実施回数 新規 20回 47回 目標を大きく上回った Ａ

研究授業及びグループウェ
アソフトを利用した授業研
究意見交換に参加した教員
ののべ人数

新規 150名 67名

グループウェアソフトでの
授業研究意見交換は積極的
に参加できたが、研究授業
の参観については「密」を
避けるため十分に実施でき
なかった。

ー 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規
課題研究発表会（オンライ
ン開催を含む）への招待回
数

実施回数 - 2回 2回
令和4年2月1日（火）、
同2月10日（木）

- 参加満足度（４段階） - - - - 継続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規

課題研究の授業見学及び課
題研究発表会（オンライン
開催を含む）に参加した教
員数

実施回数 - 5名 1名
令和4年2月10日（木）1
名参加

- 参加満足度（４段階） - - - - 継続
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令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

コロナ禍の影響もあり、
言語活動を育成する取組
みが思うようにできな
かったのではないか。今
後は、これまで取組みを
土台にして、図書館と授
業、ICTとディベートな
ど、新たな価値同士を掛
け合せるなどの取組みに
も期待したい。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

バディシステムを介した
教員力、授業力の向上へ
の取組みは評価できる。
また、今年再編した教員
力向上の取組みについて
は、数値としての成果は
あがっているので、常に
内容を検証し、改善に努
めてもらいたい。

A

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績前年度実績 目標値

茨木高校がこれまで積み
上げてきた探究活動のノ
ウハウとその効果を、次
年度さらに他校に普及し
てもらいたい。まずは今
年度の他校の教員を招い
た課題研究の授業見学に
ついて、引き続き取組
み、他校への普及の規模
を広げていただきたい。

B

学
校
独
自
の
取
組

生徒主体の行事の企画運
営は茨木高校の強み。昨
年度より行事の取組み回
数は増えていることは評
価できる。今後も生徒同
士の化学反応により、大
学や社会で活躍する資質
や能力を持った人材を育
成してもらいたい。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

コロナ禍の影響を受け、
思うように取組みを実施
できなかったが、学問発
見講座の取組み回数やア
ンケート結果は目標値を
上回り、生徒の琴線に触
れる機会を提供できてい
る。今後のさらなる充実
に期待する。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－３



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立茨木高等学校

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

92% 85% 88% 目標を達成した Ｂ 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の平均得点率

78% 74% 69% 目標に近い数値を達成した Ｂ 継続

⑱課題研究活動 多様なテーマを扱う生徒の課題研究 24講座 22講座 24講座 目標を達成した Ｂ 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国青少年読書感想文コンクール・
全英連　全国essay contest等の入
賞者数

3名 5名 3名
全国essay contestの入賞者2名
出光興産「環境フォトコンテスト」
1名

Ｂ 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験

①CEFR Ｂ2レベル以上
　保有者数(全学年）
②実用英語技能検定2級以上
　保有者数（全学年）

①25名

②379名

①25名

②550名

①26名

②544名

①目標を達成した

②目標に近い数値を達成した
Ｂ 継続

CEFR Ｂ2レベル以上保有者数が目
標値及び昨年度実績を上回った。英
語検定については、在学中にさらな
る高いレベルへのチャレンジを促す
仕組みづくりも検討してはどうか。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

173名 150名 140名 目標に近い数値を達成した Ｂ 継続

㉒進学実績 東大、京大、阪大、神大の合格者数 150名 120名 124名 目標を達成した Ｂ 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 191名 ー 151名 ー ー ー

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 ー 0名 ー ー ー

A

実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価
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共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記
大学入学共通テストの5教科7科目
受験者の割合は目標値を上回った
が、若干ではあるものの昨年度実績
を下回っており、その原因を分析
し、さらなる向上を期待する。また
学力調査の結果において、１年生か
ら２年生の数値がやや後退してい
る。その原因についても分析された
い。

AA

Ⅶ．課題研究活動

実績

総合評価

茨木高校らしい自由な校風を上手く継承し、生徒の自主性を伸ばすということを第一に考えた取組
みが行われている。また、卒業生と地域の支援を学校活動に生かしていることも評価できる。バ
ディシステムによる授業力の向上については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、取組
みが困難であったが、今後も取組みを継続し、その成果を検証していただきたい。

コンクール・コンテスト等の入賞者
数は目標値は下回ったが、昨年度同
様の実績を残した。今後は、校内の
課題研究活動のさらなる充実のた
め、さまざまなコンテスト等にチャ
レンジし、より多くの生徒に校外で
の発表を経験していただきたい。

A

Ⅸ．進学実績

東大、京大、阪大、神大の合格者数
が目標値を上回っており、評価でき
る。スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバルサ
イエンスキャンパスへの進学者数の
目標値には届かなかったものの継続
的に実績は維持している。引き続
き、学習指導及び進路指導の充実を
図り、次年度目標値を上回る実績を
残してもらいたい。

A



　府立大手前高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続 校内成果発表会の実施 校内成果発表会の発表人数 720人 770人 720人
まこと、のぞみ　実施済み
LS,S探　1，2月予定

B

①プレゼンテーション能力
が向上したと回答した発表
生徒の割合
②外部指導助言者等による
肯定的評価割合

①６７％
①８０％
②９０％

①７８％
②８０％

①スーパーサイエンス・グ
ローバルリーダーマインド
セットテスト表現力の項目
の平均値
②委員による実際の評価の
肯定的文言の比率

B 継続

②基礎学力の向上 継続
勉強合宿・補習・講習の実
施

参加者数 1074人 1000人 1069人
学習活動日、3年講習計画通
り実施。

B
5教科7科目受験者におけ
る得点率8割以上の者の割
合

25% 40% 9%

共通テスト受験者のうち
720点以上の生徒の割合
（文系13人、理系14人、
計27人）
27/299人

B 継続

③英語運用能力 充実
ネイティブによる４技能向
上に向けた授業実践

参加者数 1074人 1080人 1069人
全学年でのネイティブ教員に
よるスピーキング指導の実施

B
大学入学共通テスト英語平
均点

135% 140% 132%

大学入学共通テスト英語筆
記の全国平均（河合塾発表
の速報値　61.81点に対
する大手前の平均　81.3
点の比

B 継続

④違いを認め共に生きる
力・紛争を解決する力

継続

・海外からの学校訪問の受
入
・海外スタディツアーの実
施

・学校訪問受入者数
・海外スタディツアー参加
者数

54人
受入20

派遣120
交流５0

受入・派遣コ
ロナによりな

し
オンライン交

流102人

Gリーダーシップ研修（14
名）
Gコミュニケーション研修
（18人）
フィリピン語学研修（23人）
台湾オンライン交流(23人）
台湾第一女子高校（3月20
人）
ディベート体験会（4人）

A
異文化について理解を深め
ることができたと回答した
参加生徒の割合

- 93% -

該当の海外研修は実施できず
●GL研修　満足度100%
●GC研修　満足度100%
●フィリピン　満足度100%

- 再編

⑤共感力・協調性 充実
①コーラス大会の実施
②家庭科保育所実習の実施

参加者数 ①1074人
①1080人
②360人

(②360)

①中止（コロナ）
②中止（コロナ）
（育児経験者による講話にて
代替）

-
この学校で良かったと回答
した生徒の割合

92% 90% 90.9%

●学教育自己診断
「学校生活に満足している」
と答えた割合（R31に指標変
更）

B 継続

⑥健康・体力をはぐくむ 継続
クラブ活動や学校行事のた
めの自治会活動の活性化

①新入生オリエンテーショ
ンや部活発表会の実施
②水泳訓練の実施
③マラソン大会の実施

①年間2回
②未実施
③未実施

①年間２回
②360名
③720名

①2回
②360名

①オリエン：休校に伴い形式
を変更実施、文化祭にて部活
発表会実施
②360名
③2/10実施予定

B クラブ加入率 90% 94% 88% ９３８/１０６９ B 継続

⑦社会貢献意識を高める 継続 ボランティア活動の推進
ボランティア活動に参加す
る人数

30人 300 26人

大阪城清掃ボランティア
12/18、26人　(コロナによ
り回数、人数を制限して実
施）

C

GLHS卒業生アンケート
「学びの成果を将来社会の
役に立てたい」とする項目
の肯定的意見の割合

85% 75% 88% 卒業時のアンケートより A 継続

⑧規範意識 充実
挨拶の励行
時間を守るための取り組み

全教員の輪番による登校指
導

毎日 毎日
毎日

継続中

全教員による５分前指導の実
施
学年主任による登校指導
輪番教員による下校指導

B 1年あたりの総遅刻者数 2052.人 2000人 2495人

2020　2286人
　　（4,5月休校）
2019　2663人
2018　3725人

C 継続

⑨高い志をはぐくむ
充実

各界リーダーによる講演会
の実施

OB等による講演会の回数 82回 90回 76回

集中セミナー 　72講座
課題研究講演　1回
進路講演会　1回
阪大研修　1日（2年全
員）
京大研修　1日（1年全
員）

B
目標を高くもって頑張ると
回答した参加生徒の割合

85% 90% 89%

スーパーサイエンス・グ
ローバルリーダーマインド
セットテスト#28社会貢
献意識の項目より

B 継続

⑩進路指導力向上 継続
民間教育産業と共同したス
キルアップ研修

①研修回数
②研修参加者数

①9回
②200人

①15回
②70人

①12回
②190人

①12回
②190人

A
本校の進路指導は信頼でき
ると回答した保護者の割合

87% 87% 85.6%

学校教育自己診断「学校は
進路に関する情報を積極的
に提供している」と答えた
割合
前年度数値87.8％を修正

B 継続

⑪授業指導力向上 充実
研究授業、授業参観等の実
施
（授業相互見学の実施）

①研究授業の回数
②公開授業の回数

①98回
②未実施

①70回
②２20回

①８回
②未実施

①授業相互見学実施
①教員自主研修６
①初任者なし、2年目２
②未実施（コロナ）

B

授業アンケート「授業内容
に興味・関心を持つことが
できた」「授業を受けて知
識や技能が身についたと感
じている」二項目の全教員
の平均値

90% 90% 92% 後期授業アンケート集計 B 継続

⑫課題研究指導力の向上 継続
オール文理による全生徒へ
の課題研究の指導の充実

①担当者会議の実施
②全生徒の二年の発表会の
実施

①20回
②計画通り

実施

①20回
②計画通り

実施

①20回
②計画通り

実施

①時間割内にて定例実施
②1/27、29

B

先生は教科書の他、役に立
つプリントなどをうまく
使っていると回答した生徒
の割合

85% 85 89%

後期授業アンケート質問５
「先生は教科書の他、役に
立つ教材やICT機器などを
効果的に使っている」の全
教員の平均値

B 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規

①マスフェスタ（数学全国
発表会）
②マスキャンプ（地域の中
高生対象）
③プログラミング学習会
（地域の中高生対象）

参加人数 - 20人
①12人

②-
③-

①マスフェスタ　12/25
実施
②マスキャンプ　1/15、
16　オンライン実施、
地域周知なし
③未実施（コロナ）

- 参加満足度（４段階） - - 3.5 - 継続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規
上記催事主催時における引
率教員との意見交流会や授
業見学等

参加人数 - 10人 ６人

●他校教員の数学授業見学
（1人）
●他校教員のマスフェスタ
への参加（36＋５人）
（府内５人）

- 参加満足度（４段階） - - - - 継続

実績前年度実績 目標値 実績

令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値取組指標

論文の書き方を大学教
員に指導いただくのは
進学後を見据えた上で
大変有効。引き続き、
外部の資源を活用して
課題研究の充実に努め
てもらいたい。実績か
らは教員研修の取組み
に課題があるように思
える。課題研究を中心
とした学校システムの
改善を進める中で、教
員力・組織力の向上に
期待したい。

A

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

共通テストの８割以上
の割合は大幅に減少し
たものの、英語の平均
が維持できたことは評
価に値するとともに、
その要因について分析
されたい。

A

マスフェスタやマス
キャンプの取組みは、
数学を通じて、他校の
生徒や教員の研究活動
の発表の機会として大
きな役割を果たしてお
り、大変評価できる。
こうした取組みのノウ
ハウを他の分野の研究
活動にも広げられるよ
うなチャレンジを期待
したい。

A

学
校
独
自
の
取
組

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

コロナ禍により思うよ
うな取組みを実践でき
なかったが、オンライ
ンを活用した海外交流
の取組みのメニューの
豊富さは評価できる。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

高い志を育むためのOB
等による講演会は、回
数は減少しているもの
の、生徒の「目標を高
くもつ」という項目割
合は高くなっており、
評価できる。今後さら
に講演会等の内容の充
実により、生徒の目標
の維持・向上に努めて
いただきたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－４
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コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

88% 90% 85.2%
299/351人
7科目受験/実受験者数 B 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における得点率8
割以上の者の割合

25% 35% 9%

センターテスト受験者のうち720点
以上の生徒の割合（文系13人、理
系14人、計27人）
27/299人

C 継続

⑱課題研究活動 全国規模での大会の発表者数 20人 35人 16人
マスフェスタ　12人
SSH全国発表　4人

C 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数

①1名

①府レベル
20名

全国レベル
５名

4人 SSH全国発表会「生徒投票賞」 C 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験
ＧＴＥＣスコア690点（CEFR A2
相当）以上　１００％取得の維持

100% 100% 100%
CEFR A2相当のスコアを取得できる力
を持っている。

B 再編

CEFR A2段階の目標値は昨年度に引き
続き、維持し達成できたことは評価でき
る。引き続き、英語運用能力の向上に努
めるとともに、次年度再編される取組み
に期待したい。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

121人 135人 123人 B 継続

㉒進学実績
進路希望達成率
（第一志望への合格率）

47% 43% 41% B 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 164人 155人 144人 B 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0人 2人 2人 B 継続

A

実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
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盤
社
会
を
リ
ー
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す
る
人
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の
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成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

共通テストの平均点が全国的に下が
る中、大手前高校も同様の結果と
なった。一方で、10校共通の学力
調査の結果では、各学年とも高い水
準で学力の伸長がみられ、大いに評
価できる。調査の結果を分析し、次
年度以降に生かされたい。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

実績

総合評価

課題研究を中心とした学校システムの改善に取り組むとともに、運営する体制が十分に整えられて
いることは大変評価できる。また、コロナ禍の中、海外研修の実施が困難な状況においても、オン
ラインを活用した取組みにより、交流事業を継続している点も評価できる。課題研究のさらなる充
実に向けた取組みに期待したい。

SSHを軸とした課題研究活動は評価
できる。一方で文理の枠を超えた取
組みに課題があり、こうした課題に
ついて深く探究していくような取組
みを試みることも検討してはどう
か。

A

Ⅸ．進学実績

進学実績については、どの項目も多
少の増減はあるものの、共通テスト
の平均点が下がる中、現状を維持し
ていることは評価できる。今後は、
クラス分けの改革等を通じて、生徒
同士の切磋琢磨により、さらなる飛
躍を期待したい。

A



　府立四條畷高等学校

コメント 評価

①
・自学自習力
・言語活用力

継続
学習強化日と英語プレゼン
テーション講座の実施

自学の取組みにおける生徒
の自己評価

94% 90%
参加者１年生360

名

今年度は綜合英語の授業と関
連させてディベート講座とい
う形で実施した。

Ａ
英語プレゼンテーション集
中講座の取組についての生
徒の評価(肯定的意見)

95% 90%以上
満足度
90.4%

今年度は綜合英語の授業と関
連させてディベート講座とい
う形で実施した。Judgeを外
部講師が行うことで緊張感の
ある講座を実施することがで
きた。

Ａ 継続

②
・ICT活用力
・コミュニケーション力
・表現力

継続
プレゼンテーション大会の
系統的実施

参加人数 2520名 2000名

①7/20　360名
②9/17　720名
③11月　360名
④1/13　720名
⑤2/3　360名
合計2520名

①3年生「学びの航海図」プ
レゼン
②探究チャレンジ中間発表
③1年生情報プレゼン
④2年生成果発表会
⑤英語スピーチ大会

Ａ
各種プレゼン大会に向けて
の取組に対する生徒の評価
(肯定的意見)

90% 90%以上 91%

学校教育自己診断（生徒）の
「畷高では、授業やその他の
活動で発表する機会が多いと
思いますか」の肯定率より

Ａ 継続

③
・科学的リテラシー

継続
「探究ラボ」による科学的
リテラシー育成

取組メニューの数 11個 10個 14個

阪大SEEDS(1名),オンライン
NAIST研修(1名),FESTAT(1
名),高校化学グランドコンテス
ト(1人), 大阪サイエンスディ
1・2部(4チーム10人),近大原
子力研究所見学(3人),産総研
研修(9人), 数学オリンピック
(3名), 全体会26回(20人), 探
究講座24回(20人), 科学の甲
子園(1人), 北河内サイエンス
デイ(3人),オープンラボ3回
(20人)

Ａ
「探究ラボ」の生徒による
活動への評価（肯定的意
見）

100% 90%以上 100%

探究ラボ対象生徒２０名への
アンケートの肯定率より

校内での探究活動（基礎実
験、討論やプレゼンなどを含
む）を実施。校外での様々な
コンクールにも積極的に応募
している。

Ａ 継続

④
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性

継続
海外修学旅行及び海外から
の訪問者受入による国際交
流

修学旅行全般についての生
徒の評価（肯定的意見）

ー 90%
国内修学旅行に変更

98%

① コロナ禍で海外から国内へ
と変更になり、行き先と日程
も緊急事態宣言の延長により
変更となった。
② 12月8日から南九州へ
③ 修学旅行全般についての生
徒の評価は肯定が98%で否定
が0％であった。

Ａ
国際交流に対する生徒の評
価（肯定的意見）

98% 80%以上 98%
修学旅行の生徒アンケートの
肯定率より。

Ａ 継続

⑤
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性

継続

海外（オーストラリア・台
湾）とのWEB交流及び手
紙・メール・ビデオレター
の交換（希望者）

参加人数 525名 500名

①１年
３６０名
②２年
３５７名
③１～３年
希望者22名
合計７３９名

① ７６期Penpal project
台湾松山高級中学とペアを組
みメールやカードを交換
②７５期Lunchビデオ
台湾とランチ紹介のビデオを
交換・バンダとカード交換
③ 姉妹校交流プログラム
Zoomによる交流

Ａ
海外研修参加生徒によるプ
ログラムに対する評価(肯
定的意見)

87% 90%以上 80%

学校教育自己診断の「本校の
国際交流の取組みについてど
う思老いますか」の肯定率。
国際交流がオンラインとな
り、肯定率は減少したが、参
加生徒数は大幅に増加した。

Ａ 継続

⑥
・協調性
・健康・体力
・リーダー育成

継続 充実した部活動の維持 部活動の参加率 98% 90% 参加率97% 近畿大会以上への出場８部
全国大会出場2部

Ａ 部活動による入賞件数 3７件 35件以上 44件

①近畿大会出場　囲碁部 軽音
楽部 写真部 水泳部 陸上部 山
岳部 バドミントン部 ソフト
テニス部
②全国大会出場　山岳部 陸上
部
③その他府下大会で上位入賞
多数

Ａ 継続

⑦
・進路実現　高い志

継続 飯盛セミナーの実施 講座数と参加人数
７講座
461名

5講座
400名

7講座
826名

「これからの農業」「16歳か
らの起業塾」「カンボジアに
花火を」「近畿大学原子力研
究所」「心理学を研究する」
「畷高生が市長になる日」
「風工学」

Ａ
参加生徒によるプログラム
に対する評価（肯定的意
見）

92% 90％以上 93%

今年は1年生は2つ以上の講
座、2年生は希望者のみの参
加とした。多岐にわたる講座
内容を用意したことで、生徒
の満足度は上昇した。セミ
ナー後アンケートの肯定率よ
り。

Ａ 継続

⑧
・進路実現　高い志

継続
大学研究室訪問（東大・京
大・阪大・神大）

参加人数 120名 300名

①8/27･31･
10/20  計68名
②8/30　計187名
③10名
④105名
合計370名

①京大(ｵﾝﾗｲﾝ)
②阪大
③ＧＬ京大キャンパス
④ＧＬ阪大ツアー

Ａ
参加生徒によるプログラム
に対する評価（肯定的評
価）

95% 90％以上
満足度
98.6%

本校独自の京大・阪大研究室
訪問のアンケート結果より。
学校教育自己診断の「畷高で
は将来の進路や生き方につい
て考える機会がありますか」
の肯定率は96％

Ａ 継続

⑨
・規範意識とリーダーの資
質向上

継続

①登校指導の実施
②アドプト・ロード・プロ
グラム及び地域清掃活動の
取組み

①実施日数
②のべ参加者数

①165日
②588名

①160日
②500名

①179日
②648名

①登校指導は毎日
②アドプト・ロードは週に3
日継続的に実施。（1日8人で
担当）

Ａ
積極的に挨拶していること
への生徒の自己評価（肯定
率）

90% 90％以上 85%

学校教育自己診断（生徒）の
「学校生活において挨拶をし
ている生徒が多いと思います
か」の肯定率より

Ｂ 継続

⑩
教員力の向上

継続
研修の系統的実施及びメン
タリングによる教員の相互
育成

研修実施回数と参加人数 年8回
537名

年5回
350名

1６回
570名

①観点別評研修2回（120
人）②1人1台端末研修３回
（150人）③スキルアップ研
修および分析検討会８回
（160人）、進路研修1回
（50人）④人権研修（60
人）
⑤救急措置講習（30人）

Ａ
研修に対する教員の評価
（肯定的意見)

96% 80％以上 96%

今年度は、進路計画『なわ
て』に基いて、模試の分析会
や進路指導に関する講演会を
系統的に実施した。

Ａ 継続

⑪
・初任者の指導力向上

継続
初任者の指導力向上のため
の取組み

初任者ミーティング実施回
数

12回 12回 1２回

分掌長・首席・SC等からの講
話、2年目教員からの経験談
および授業見学後の研究協議
等対象者を初任者・2年目教
員・今年度転任教員に拡大
し、初任者の指導力向上を
図っている。別に3回のレ
ポートを課している。

Ａ
初任者ミーティングに対す
るアンケートや感想による
教員の評価（肯定的意見)

100% 90%以上 100%

学校全体で初任者を育成しよ
うというシステムで、メンタ
リングの要素を取り入れてい
る。

Ａ 継続

⑫
・教科指導力向上
・教材開発

継続

①研究授業び教員間の授業
公開の実施
②アクティブラーニングへ
の取組み

①実施回数
②取組み教員数の割合

①12回
②78％

①10回
②80％

①11回
②84％

①教科代表による研究授業研
究協議
②公開する授業を「まなロ
グ」と名付けたエクセルシー
トで公開。自由見学および見
学後のコメントを行い、授業
力向上を図る。

Ａ
授業力向上に関する学校教
育自己診断の評価（肯定
率）

91% 90%以上 93%

学校教育自己診断（生徒）の
「教え方に様々な工夫をして
いる先生が多くいますか」の
肯定率より

Ａ 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規

①北河内生徒会サミットの
開催
②北河内サイエンスデイの
開催

実施回数 - 年1回 １回

令和4年1月29日に北河内サイエ
ンスデイを開催。府立高校５校
（発表３校、見学２校）から15
名の生徒、地域学「なわて学」の
会員など四條畷市民１６名、ＳＳ
Ｈ運営指導委員2名の合計87名が
参加。

- 参加満足度（４段階） - - 3.5 - 継続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規
北河内サイエンスデイの開

催
実施回数 - 年1回 １回

令和4年1月29日に北河内サイエ
ンスデイを開催。府立高校５校
（発表３校、見学２校）から15
名の生徒、地域学「なわて学」の
会員など四條畷市民１６名、ＳＳ
Ｈ運営指導委員2名の合計87名が
参加。

- 参加満足度（４段階） - - 3.8 - 継続
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 令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績前年度実績 目標値 実績

「探究ラボ」による取組
みは四條畷高校の強みで
あり、積極性な取組みは
評価できる。一方で対象
生徒が20名であること
から、取組みが対象以外
の生徒にも影響を与える
ような仕組みについても
今後検討していただきた
い。

北河内サイエンスデイの
開催は地域の課題研究発
表会として規模・参加校
数・参加人数とも非常に
多く、北河内地区の課題
研究の拠点校としての役
割を果たした。他校への
成果普及はもとより、四
條畷市民の参加もあり、
社会に開かれた教育課程
として、他校のモデルに
なる取組みである。

A

コロナ禍で海外に行けな
いものの、オンライン等
を活用して積極的に国際
交流に努めた。また交流
にあたっては、海外の学
校とランチを通じて互い
の食文化を紹介し合うな
ど、高校生らしい交流を
通じて、国際感覚を養っ
た。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

毎年テーマが変わる飯盛
セミナーは、生徒のキャ
リアや志を刺激する取組
みであり、大変評価でき
る。また、大学訪問の回
数や参加人数についても
目標値を上回っているこ
とから、生徒の高い志を
刺激していることがわか
る。一方、学校全体とし
て推奨している挨拶運動
について、実施回数や参
加者は増加しているもの
の、生徒の自己評価につ
ながっていない原因につ
いて、検証されたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

進路計画「なわて」の作
成を通じて、進路指導の
方向性が教員間や生徒と
教員の間で共有されてい
ることが大いに評価でき
る。教員研修の回数や参
加者数の大幅な上昇はそ
うした取組みの成果では
ないか。教員間で切磋琢
磨しながら、さらなる教
員力の向上を期待してい
る。

AA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－５



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立四條畷高等学校

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

84% 80%
83%

(296/356
)

共通テスト受験者 計330名/356
800点満点の受験者 計13名
800点満点以下の受験者 計21名

Ａ 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テスト５教科７科目受
験者の得点率８０％以上

20% 25%
11名

（3.7％）

共通テストの大幅な難化に伴い、高
得点者の割合は減少した。
※得点率70％以上 計117名
（39.5％）

Ｂ 継続

⑱課題研究活動 外部でのポスター、プレゼン発表数
21グルー

プ
15グルー

プ

23班8５名
＋個人26

名

泉北高校課題研究発表会招待発表1班2名，SSH生
徒研究発表会1班2名，FESTAT2班5名，NAIST
オンライン研修3班10名，情報処理学会1班2名
（ジュニア会員特別賞），大阪サイエンスデイ第1
部8班28名、日経ウーマノミクス2021シンポジウ
ム２班10名（SDGｓ座談会発表コンテスト１、高
校生研究成果発表ポスターセッション１）、関西
NBCニュービジネスアワード2021応募26名、大
阪サイエンスデイ第２部２班７名（入賞）、マス
フェスタ１班２名、WWL発表会3班12名、GLHS
合同発表会1班5名

Ａ 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

外部のコンクール・コンテスト入賞
者

10チーム
40名＋個

人9名
入賞30名

６班22名
＋個人4名

京都大阪マスインターセクション23名（奨励賞2
名）,化学グランプリ18名（銅賞1名）,科学の甲子
園大阪府大会1班6名（総合第2位,府立高校第1位）,
化学グランドコンテスト2班5名（最終選考会2班5
名）、日経ウーマノミクス2021シンポジウムSDG
ｓ座談会発表コンテスト高校生の部住友電気工業最
優秀賞１班（４名）、関西NBCニュービジネスア
ワード2021U-19部門入賞１名、大阪サイエンス
デイ（２班７名、入賞）、数学オリンピック31名
（予選突破1名）

Ａ 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験

各種英語外部検定試験において
CEFR
①Ｂ２レベル
②Ｂ１レベル

①91名
②248名

①80名
②200名

①３7名
②209名

前年度の英語検定試験からGTECに
指標変更したことでB2レベルの数
は減少したが、B1レベルは目標値
を上回っている。

A 継続

昨年度に引き続き、B2レベルの生
徒が目標値を上回っている。継続的
な取組みとともに、さらなる発展充
実を期待する。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

91名 90名 99名

大阪大学、神戸大学の合格者数及び
進学者数が増えた。京都大学は総数
としては減少したが現役合格者数が
増加している。

Ａ 継続

㉒進学実績
難関３国公立大学（京大・阪大・神
大）現役・浪人合格者数

72名 80名 82名
京都大6名、大阪大41名、神戸大
35名前年度比10名増加した。

Ａ 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 170名 150名 161名
現役合格者数は171名に増加してい
るが、進学者は161名である。目標
値は十分上回っている。

Ａ 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 1名 0名

新型コロナウイルスの影響から今年
度も0名であったが、大阪大学外国
語学部の進学者が大幅に増加してい
る。

Ａ 継続

AA

実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価
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共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

共通テストの５教科７科目受験者の
割合は昨年度に引き続き、高い水準
を維持しており、粘り強い教員の取
組みが高い水準を維持できている要
因ではないか。引き続き、飛躍を期
待する。

AA

実績

Ⅶ．課題研究活動

総合評価

地域に密着した活動を活発に行っており、「なわて学」や四條畷市と連携した取組みなどを通じ
て、生徒の母校愛を醸成している。また、進路、授業、課題研究を「見える化」する取組みは評価
できる。これらの成果については、今後、地域拠点の取組みを通して、より多くの学校に普及して
いただくことを期待している。

校外での発表活動の充実が伺え、ま
た発表分野も多岐にわたることが非
常に評価できる。学校全体で探究活
動の充実に努めており、さらなる活
躍を期待する。

AA

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学、難関国公
立大学合格者について、目標値及び
昨年度実績を上回る結果となり、大
変評価できる。国公立大学への進学
者数も目標値を上回り、高い水準を
維持できている。これらの要因を分
析し、さらなる飛躍に期待する。

AAA



　府立高津高等学校

コメント 評価

①学習方法の定着
　読解力リテラシー

継続
①１年生学習合宿
②自習室（月～木の夜８
時まで）の開放

①参加生徒数
②自習室の年間開放日数

①中止
②91日

①1年全員
②80日

①中止
②103日

①4月に予定していたが、
緊急事態宣言により中
止。
②自習室は、5月上旬から
スタート、103日開放し
た。

A

①高校での学習方法が学
べたと回答した生徒の割
合
②自習室の１日当たりの
平均利用人数

①－
②67人

①95%
②60人

①中止
②48人

①合宿最終日に予定して
いたチームビルディング
を実施し、好評であっ
た。
②年明けから利用者数は
やや減少したため、平均
値は若干減少したが、利
用者生徒の90%以上が必
要だと回答。

B 継続

②言語・ＩＣＴ活用力 継続

①校内課題研究発表会
②校内課題研究発表会、
課題研究（LCⅢ）論文の
作成

①参加生徒数
②課題研究（LCⅢ）の論
文数

①720人
②111本

①1,080人
②100本

①1425人
②124本

①昨年度実施できなかっ
た発表会を本年度4月28
日に実施。本年度の発表
会は2月4日に実施。
②昨年度を大きく上回
り、論文は124本作成。

A
課題研究の取組みが充実
していたと回答した生徒
の割合

84% 90% 84%

成果指標には達しなかっ
たが、大学教授の基調講
演や分科会にも様々な大
学教授等より講評をいた
だいた。また、府立高校1
校、市立高校1校を招聘し
代表発表も行った。生徒
全員が課題研究に取り組
むシステムが構築され、
取組み内容も充実した。

A 継続

③英語運用能力 充実

①英語コミュニケーショ
ン講座（KITEC）
　[１年全員および発展
コース（１・２年希望
者）]
②国内での宿泊研修
③国際交流センター留学
生との交流

参加生徒数

①1年360
人

②－
③21人

①1・2年
400人
②15人
③20人

①417名
②中止
③27名

①１年全員に加え、1・２
年の希望者による発展
コースを実施。
②海外研修にかわり計画
したがコロナ禍により中
止。外部事業を紹介。
③年間20回実施。

A

それぞれの取組みを通し
て、英語等に対する興
味・関心、運用能力が向
上したと回答した生徒の
割合

①1年93％
②－

③91%

①95％
②90％
③90%

①95％
②－

③ 100%

①希望者による発展コー
スを実施できたことより
満足度も上昇した。
②コロナ禍の状況の変化
により次年度は海外を視
野に入れて検討。
③天王寺区内の公立高校2
校も参加して非常に高い
効果が得られている。全
員が肯定的な回答をして
いる。

A 継続

④健康・体力、協調性 継続

三部会（生徒・教員・自
治会）が主体となった記
念祭（文化祭・体育祭）
の実施

三部会および記念祭各委
員会の生徒構成員の延べ
人数

310人 300人 308人

記念祭関連で計11委員会
を設置し、それぞれに各
クラスから1名参加した。
加えて、自治会執行部も
運営に携わり、教職員と
生徒で運営を行った。

A

記念祭に満足したと回答
した生徒・保護者の割合
（「分からない」を除
く）

生徒97％
保護者
97％

生徒・保護
者95％

満足度
98.5%

体育祭を6月、文化祭を9
月に予定していたが、い
ずれも10月に変更。度重
なる変更にも柔軟に対応
でき、生徒の満足度は高
かった。

A 継続

⑤違いを認め共に生きる
力、共感力、協調性

継続

①高津キャラバン隊（ボ
ランティア活動）
（生活指導部）
②支援学校との交流

①参加クラブ数
②参加生徒数

①－
②生徒自治
会・クラブ

3団体

①全クラブ
②生徒自治
会・クラブ

3団体

①4クラブ
②生徒自治
会・希望ク
ラブ8団体

①全クラブが実施予定で
あったが、希望制とし
た。
②昨年度と同様にビデオ
レターでの交流を実施。

B
それぞれの取組みが有意
義だったと回答した生徒
の割合

①－
②100％

①95％
②95％

① 100%
② －

①コロナ禍のためすべて
のクラブが参加できてい
ないが、参加した生徒か
らは高い満足度が得られ
ている。
②自治会・吹奏楽部など8
団体が実施。ビデオでの
やり取りのため満足度の
調査はできなかったが、
参加生徒からは積極的な
意見が聞かれた。

A 継続

⑥高い志 継続

①大学等外部団体の公開
講座・実習等への参加
②外国の高校等との交
流・発表
③国内（九州）サイエン
スツアー

①参加生徒数
②参加生徒数、実施日数
③参加生徒数、実施日数

①1,827人
②27人

（オンライ
ン）

③中止

①1,500人
②15人
③30人

①1,950人
②事前学習
2回 各15
人。オンラ
イン3回、
延べ66名
③41名

①オンラインなどを交え
て実施した。
②オンライン交流3回（韓
国、フィリピン、台湾）
海外延べ209名。本校延
べ66名。
③2班（20・21名）で実
施。

A
それぞれの取組みが有意
義だったと回答した生徒
の割合

①96％
②100％

③－

①95％
②95％

③100％

①96％
②95％

③100%

①人数、満足度とも高い
水準を維持できた。
②通信環境の問題があっ
たが、目標値を達成。
③密を避けるため、20名
程度の2班編成とした。結
果として満足度は高く
なった。

A 継続

⑦進路実現 継続

①土曜講習（オンライン
講習を含む）の実施
②体験型進路学習（職場
訪問、大学研究室訪問）
の充実

①実施日数
②職場、大学研究室の訪
問先数

①1・2年
19日、3年

21日
②職場63
カ所、研究
室46ヵ所

①各学年
18日以上
②職場63
カ所、研究
室46ヵ所

①
１年17日
２年20日
３年18日
②職場63
カ所、研究
室51ヵ所

①１年生は原則全員参
加、２・３年生は希望参
加とし、オンラインも活
用しながら組織的かつ計
画的に実施。
②オンラインも活用して
実施。

A
それぞれの取組みが有意
義だったと回答した生徒
の割合

①83%
②97％

①80%
②90％

①１年
77％

2年90％
３年86％

②
1年100％
2年97％

①土曜講習は、オンライ
ンなどを利用しながら実
施。
②多くの職場、研究室に
協力をしていただき、昨
年並みの少人数での訪問
ができたので満足度も高
かった。

A 継続

⑧授業指導力向上 継続
研究授業・研究協議、授
業参観の実施

各取組みの実施回数

研究授業
10回

研究協議
10回

授業参観
78回

研究授業
10回

研究協議
10回

授業参観
80回

研究授業２
回

研究協議２
回

授業参観
80回

研究授業および研究協議
の期間を2回設けて実施し
た。研究授業とした授業
の合計は１回目１２コマ
２回目４０コマ。

B

本校の授業は、知的好奇
心を抱きやすいなど、内
容が濃いと回答した生徒
の割合

86% 80% 89%
それぞれの教員が積極的
に取り組んでおり、指標
も昨年を上回った。

A 継続

⑨進路指導力向上 継続
民間教育産業と連携した
進路指導研修

研修回数
研修参加教員数

14回
190人

15回
200人

15回実
施。196名
が参加。

外部講師等も利用しなが
ら適切な時期に研修を行
い、研修で得た情報をも
とに、進路指導や授業・
講習の改善を図ってい
る。

A

本校の教職員は生徒の進
路実現に向けて積極的に
取り組んでいると回答し
た生徒の割合

90% 85% 93%

「高津進路プログラム
（KSP）」として計画的
に実施。個人の結果も分
析して指導に活用するな
ど改善を加えている。

A 継続

⑩教材開発、授業効果の
向上

継続

①補助教材（オリジナ
ル）の工夫
②シラバス到達目標のブ
ラッシュアップ

①補助教材にさらに工夫
を凝らした教員の割合
②実施教科数

①100%
②全教科

①100%
②全教科

①100%

②全教科

約7割程度の教員がICTの
活用を実施。昨年までの
補助教材に加えLEAF
（学習支援システム）を
活用する教員が増加し
た。LEAF活用者
（25/66）
LEAF活用研修参加者
(47/65）

B

①生徒授業アンケート質
問５（教科書の他、プリ
ントや視聴覚教材等をう
まく使っている）に対す
る評価
②生徒授業アンケート質
問９（授業を受けて知識
や技能が身についた）に
対する評価

①3.4
②3.4

①3.3
②3.3

①3.5
②3.5

端末やネットワーク環境
の整備とともに1人1台端
末の活用も徐々に進んで
いる。

A 充実

⑪GLHS校以外の生徒の
資質向上

新規
国際交流センターでの留
学生との交流（GULS）
天王寺区内公立高校

参加校数および参加人数 -
４校
30人

３校
41人

１校について参加希望者
がいなかったが、合計人
数は目標値を大幅に上
回っている。また、昨年
度に引き続き参加する生
徒がいるなど内容につい
ても好評であった。

- 参加満足度（４段階） - - 3.5 - 継続

⑫GLHS校以外の教員の
指導力向上

新規

①WEBページに「これか
ら探究活動を進める学校
へ」として資料等を公
開。
②「台湾サイエンスツ
アー」において、追手門
学院、富田林高校と連携
して生徒・教員を招聘

参加人数 -
①充実
②連携校か
ら各5名

①課題研究
についての
資料を学校
HPにて公
開した。
②ツアーは
中止。オン
ラインでの
交流。

①課題研究に関する資料をHPに
掲載した。
②事前学習会を２回実施。オンラ
イン交流会に切り替えて実施。事
前学習会には、追手門学院大手前
高校から生徒５名教員３名、富田
林高校から生徒１名教員１名参
加。オンライン交流会は、７月
19日に韓国の高校生と、11月３
日に台湾およびフィリピンの高校
生と交流を実施した。１月10日
に「Asia-Pacific high school
Forum2022 online」を実施
し、136名が参加した。

- 参加満足度（４段階） - - - - 継続

知
識
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会
を
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令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

162中学校から生徒が
入学している中で、
チームビルディングの
ための合宿が実施でき
なかったことは大きな
痛手だったと思うが、
生徒と教員がカバーし
ながら、取組みを継続
できたことは評価でき
る。引き続き、英語運
用能力の育成や課題研
究の取組を通じて、確
かな学力の育成に努め
てもらいたい。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

AA

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績前年度実績 目標値 実績

A

台湾サイエンスツアー
を近隣校を招いてオン
ラインで交流会を実施
できたことは評価でき
る。また、GULSでは
天王区内の国際交流の
拠点となっている。さ
らなる取組みの充実に
努めてもらいたい。

学
校
独
自
の
取
組

昨年度できなかったサ
イエンスツアーなど、
今年度は予定していた
取組みを実施すること
で、生徒の協調性等を
育む有意義な機会を提
供できたのではない
か。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

コロナ禍の中、オンラ
インを効果的に活用し
ながら、昨年度を上回
る実績を残した。特に
体験型進路指導学習は
高津高校の特徴的な取
組みであり、生徒の満
足度も高い。今後も豊
富な体験メニューを実
施するなど、進路指導
の充実に努めていただ
きたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

ICTが多く導入された
新しい学校現場におけ
る教員の授業力向上に
係る研究を実施してい
ただきたい。また生徒
の進学指導にあたって
は、生徒の興味関心に
加え、進路の分野を選
択させる際には職業観
を取り入れてはどう
か。

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－６



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立高津高等学校

コメント 評価

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

75.20% 75% 87.50%

多くの生徒が国公立大学への志望を
貫き最後まで努力を続けた。昨年度
は目標を下回ったが、本年度は一昨
年度を上回る結果となった。

A 継続

⑮大学入学共通テストの結果
５教科７科目受験者における得点率
８割以上の生徒の割合

19.90% 20.00% 5.23%
多くの生徒が努力を続けてきたが、
共通テストの難化の影響もあり、目
標値を下回った。

B 継続

⑯課題研究活動
課題研究活動を通じて、科学的な調
査・分析・整理・発表の道筋を学べ
たと回答した生徒の割合

81% 90% 80%

成果指標には達しなかったが、1人
1台端末を利用することもでき、課
題研究に関してグループ内での共有
がスムーズに行えた。その結果、生
徒の取組み精度は確実に向上してき
ている。

B 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

入選数 12本 10本 10本
オンラインによるものもあったが、
多くの発表を行うことができ、成果
指標の数値には達した。

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑱英語外部検定試験
１・２年生の12月実施第２回
GTECスコアレポート

CEFR
B1:168人

CEFR
B1:100人

CEFR
B1:208人

１・２年生について全員がGTECを
受検することとし、それに向けて指
導を進めてきた結果、目標を大きく
上回ることができた。

A 継続

CEFR「B1」段階の生徒が昨年度よ
り大幅に増加しており、大変評価で
きる。外部試験を効果的に活用する
とともに、英語運用能力の向上を図
るさらなる取組みに期待する。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

71人 80人 80人

前年度の実績より上回り目標に達し
た。継続的な指導を行い、近畿圏を
中心に全国の有力大学への進路を安
定して実現できている。

A 継続

⑳進学実績
近畿圏難関国立大学（京大・阪大・
神大）及び医学部医学科への現役・
浪人合格者数

57人 80人 77人

目標を高く掲げた生徒が多く昨年度
を大きく上回った。目標にはやや届
かなかったが、いわゆる上位層の生
徒は最難関国立大学への合格といっ
た成果を上げることができた。

A 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 139人 130人 152人

目標を大きく上回り、安定した成果
を上げることができた。合格者は２
１２人に達しており、国公立大学へ
のこだわりを持って挑戦する生徒が
多数見受けられた。

A 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 4人 1人 0人
今年度は海外へ進学する希望生徒が
いなかった。

B 継続

AA

実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
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ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

大学共通テストの5教科7科目受験
者の割合は、目標値及び昨年度実績
を大きく上回った。生徒も教員も粘
り強く取り組んことがこの結果に結
びついたのではないか。引き続き、
さらなる飛躍を期待する。

AAA

実績

Ⅶ．課題研究活動

総合評価
体験型進路学習の実施など、進路指導を中核に据えた、学びのシステム化が確立されている。ま
た、教員の授業力向上の取組みについても積極的に行われていることが評価できる。今後は、１人
１台端末の活用による課題研究活動の更なる充実に向けた取組みに期待したい。

一人一台端末を活用して課題研究を
進め、昨年度同様の実績を残すこと
ができた。しかし目標値を下回って
いるので、目標値及び成果指標の再
検討も視野に入れてはどうか。

A

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数、進学
実績、国公立大学への進学で目標値
及び昨年度実績を上回っており、高
い実績をあげた。これらの要因を分
析し、さらなる飛躍を期待する。

AAA



　府立天王寺高等学校

コメント 評価

①自学自習の確立 継続

桃陰セミナーの実施及び部
学習の促進
（勉強は学校でする自学自
習の習慣づけ）

桃陰セミナー実施回数 14回 20回 24回
前期12回
後期12回

A
桃陰セミナー参加者の満足
度
部学習のべ実施回数

満足度
95%
部学習
22回

満足度80%
以上

部学習
50回以上

満足度
95.9%
部学習
57回

桃陰セミナー参加者数
一日平均154名
部学習参加者数
のべ約600名

A 継続

②基礎学力の充実・確立 継続

天高スタンダードの充実
（各学年で達成する学力基
準）及び学力育成プログラ
ムの見直し

天高スタンダード達成目標
の見直し、学力育成プログ
ラムの見直し。
自主教材の作成。

自主教材
(国･数･化･
英･創知Ⅰ･
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ)

各教科より
良き改訂を

めざす

自主教材の
作成及び改
訂と使用

国語、化学、創知Ⅰ、ディ
ベートについて自主教材を
を作成、使用している。

B
天高スタンダード到達目標
の達成率

90%
80%
以上

89.5%
各教科達成率自己評価の平
均

A 継続

③英語運用能力 継続
「Road to GL」（５日間
校内留学）を実施

校内留学プログラム
「Road to GL」の実施

92名
参加者

85名以上
105名

1年92名、2年13名が参
加した。

A
「Road to GL」参加者の
満足度

100%
90%
以上

96%

1日はコロナ休校によりオ
ンラインでの開催となった
が、参加者の満足度は目標
を超えることができた。

A 継続

④人権意識、共感力の育成 継続

天高育成プログラムで示さ
れる力の育成
人権講演会、人権HRの実
施

人権講演会、人権ＨＲの実
施

講演会等
９回

計画通りの
実施

９回実施

１年：人権講話・情報モラ
ル・いじめ弱者問題・障がい
者理解
２年：社会の中の人権・ジェ
ンダー・戦争と人権
３年：雇用と人権・在日韓国
人問題

B
講演会ごとの生徒アンケー
トによる満足度

97%
90%
以上

95.0% アンケート平均 A 継続

⑤健康と体力と協調性を育
む

継続

天高育成プログラムで示さ
れる力の育成
野外生活体験学習、水泳訓
練、水泳大会、
金剛登山、徒歩訓練、長距
離走などの実施

計画通りの実施

水泳訓練・
林間学校を
規模縮小し

て実施

計画通りの
実施

長距離走大
会を除いて

実施

水泳訓練(７月)、林間学校
(日帰りで７月～８月)、水
泳大会(学年別)、長距離走
大会中止、金剛登山・徒歩
訓練(２月)。

B
行事ごとの生徒アンケート
による満足度

96%
90%
以上

95.0%
学校教育自己診断
「水泳訓練、林間学校は有
意義である」肯定評価平均

A 継続

⑥日本古来の伝統に触れる
（感性の育成）

継続
天高育成プログラムで示さ
れる力の育成
能楽鑑賞、文楽鑑賞

計画通りの実施
文楽鑑賞実

施
計画通りの

実施
実施

能楽鑑賞(1年1月実施)
　…休校のためｵﾝﾗｲﾝ視聴
文楽鑑賞(2年11月実施)

B
行事ごとの生徒アンケート
による満足度

95%
90%
以上

98%

伝統芸能に触れる貴重な機
会であり、文楽では充実し
た感想文が多数寄せられ
た。

A 継続

⑦規範意識の陶冶と自尊感
情の育成

継続 学校遅刻者の減少 学校遅刻者数 1320 1800以内 2002 （Ｒ２は４・５月休校） Ｃ 部活動への加入率 94% 95%維持 92% のべ部加入率108％ B 継続

⑧高い志の育成 継続

天高育成プログラムで示さ
れる力の育成
京都大学研修会、
社会人講演会、学部学科説
明会、天高アカデメイア
等、可能な範囲で実施。

講演会の可能な範囲での実
施回数

天高アカデ
メイア

18回実施

天高アカデ
メイア

12回以上

天高アカデ
メイア

15回実施

①ペロブスカイト太陽電池②
都市計画③グローバル経済④
音声情報処理⑤ウミウシの再
生能力⑥課題研究⑦仏教とAI
⑧海に住む動物の遺伝子⑨ブ
ラックホール⑩ロボット⑪レ
トロウイルス⑫人工知能⑬旅
育⑭量子⑮昆虫と微生物

A
行事ごとの生徒アンケート
による満足度

98%
90%
以上

99% 満足度平均 A 継続

⑨海外セミナーの実施 再編

SSH、GLHS等を活用し
た海外研修。
（米国シリコンバレー、
他）
独自の取り組みによる海外
セミナー
（台湾）

①国内大学研究室等を訪問
し、留学生等との交流を図
る。
②海外の学校とのWEB交
流を実施する。

中止
WEB交流を

実施

計画通りの
実施

海外研修中
止

国内研修実
施

オンライン
交流

①国内研修実施（１月）
　量子研・国連大学・日本
科学未来館訪問（１泊２
日）
②ヘルシンキ国際高校
WEB交流（３月）

B
行事ごとの生徒アンケート
による満足度

ー
85%
以上

100%
国内研修参加者満足度
100%

A 継続

⑩研究授業の実施
　教員相互の授業見学実施

継続
研究授業を行う。他の教員
の授業を見学する。授業公
開週間を設置する。

①研究授業の回数。
②教員１人当たりの授業見
学回数。

①研究授業
36回実施
②授業見学

10.1回

①研究授業
延べ1５回
②授業見学
平均5回

①研究授業
延べ27回
②授業見学

10.9回

授業力向上を考える会
３回実施

A
生徒による授業アンケート
（満足度）

第1回
87%
第2回
87%

80%
以上

第1回
87｡9%
第2回
87.8%

第1回　7月実施
3.52/4.00
第2回12月実施
3.51/4.00

A 継続

⑪教科指導研修会の実施 継続
外部講師による教科指導法
向上の講座を開講する。

外部講師による教科指導法
講座の回数。

外部講師に
よる教科指
導法講座オ
ンライン5
科目と対面
講座1科目

実施

外部講師に
よる教科指
導法講座

５回

オンライン
講義等を受

講

オンライン講義（物理、歴
史、英語、数学、化学、国
語）

B
生徒による学校教育自己診
断アンケート（授業や教
材、教え方の満足度）

92%
85%
以上

94%

学校教育自己診断より

満足できる授業が多い：
92%
教材や教え方に工夫：
96%

A 継続

⑫新採用や経験の浅い教員
対象の研修会

継続 桃陰塾として実施する。
毎回ミドルリーダーによる
講師を変えて実施する。

４回実施 ７回実施 ７回実施

首席等を講師に実施。
４月（教務）・６月２回
（伝統行事、生指）・７月
（あしび山荘下見）・10
月（進路）・１月（共通テ
スト分析会）・２月（保
健）

B 参加教員の満足度 97%
85%
以上

100%
新転任の教員対象に講義
型・参加型で実施

A 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規

①研究部会議への参加を広
く呼びかけて実施。
②校内課題研究発表会への
参加を呼びかける。
③大阪サイエンスデイ第１
部（大阪府生徒研究発表
会）や科学オリンピック講
座等への参加を呼びかけ
る。

参加校数、参加人数 -

合計５校、生
徒２0名、教員
５名以上の参
加

①研究部会議
中止
②校内課題研
究中間発表会
で呼びかけ
③24校参加

①コロナ感染者数急増に伴
い中止。
②課題研究中間発表会は他
校参加なし。
③24校157名参加。

A 参加満足度（４段階） - - 3.7 - 再編

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規

①校内教員研修会への参加
を近隣校に呼びかける。
②校内課題研究発表会に参
加した教員にルーブリック
評価を経験してもらう。
③大阪サイエンスデイ第１
部（大阪府生徒研究発表
会）の審査員への参加を呼
びかける。

参加校数、参加人数 -
他校からの教
員参加合計３
校10名以上

①公開授業研
究実施
②校内課題研
究中間発表会
で呼びかけ
③33校48名
参加

①公開授業研究にGLHS校
以外の参加なし。
②課題研究中間発表に近隣
校参加なし。
③理科・数学・情報の教員
48名参加。

A 参加満足度（４段階） - - - - 再編

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値

 令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

コロナ禍で制限があった
が、桃陰セミナーや校内
留学プログラムにより、
確かな学力の育成に努め
た。参加者数の増加やア
ンケート結果からも、取
組みの充実がうかがえ
る。今年度完成した課題
研究のテキストを活用す
ることで、探究活動がさ
らに充実したものになる
ことが期待できる。

AA

実績 実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

AA

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

コロナ禍の影響もあるの
か、遅刻者数の増加や部
活動加入率の低下が気に
なるところ。教育委員会
と連携しながら、より丁
寧な対応が求められる。
天高アカデメイアの講演
テーマは秀逸。生徒の感
性を刺激する取組みであ
るので、継続して取組ん
でもらいたい。

AA

実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

A

学
校
独
自
の
取
組

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

校内の課題研究発表会に
他校を招くことができる
よう企画できたことは評
価できる。次年度の取組
を再編されるということ
であるため、今後の内容
等検討され、近隣高校に
天王寺高校の課題研究の
取組みが普及されること
を期待したい。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

教員の入れ替わりが激し
くなっており、今後、さ
らなる教員同士のコミュ
ニケーションが重要。先
輩の教員から経験年数の
少ない教員に向けた「桃
陰塾」などを引き続き効
果的に活用しながら、組
織力を高めてもらいた
い。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

オンラインで開催した学
校行事もある中、水泳訓
練及び林間学校を実施す
ることができ、山や海で
人間を超えたものに叱ら
れるという経験の重要性
が生徒にもしっかり認識
されたと思われる。

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－７



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立天王寺高等学校

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

353名中、
334名
94.6％

95%
以上

96.3% 343名／在籍356名 A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における
得点率8割以上の生徒の割合

142名
(42.5%)

35%以上 12.2% 42名／343名 C 再編

⑱課題研究活動 ルーブリック評価の導入

教科・創
知、校内課
題研究･大
阪ｻｲｴﾝｽﾃﾞｲ
で活用。

開発及び校
内研究発表
における活

用

教科・創
知、校内課
題研究、大
阪ｻｲｴﾝｽﾃﾞｲ

で活用

教科・創知での発表で活用。大阪サ
イエンスデイ・課題研究において活
用

B 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の①受験者数　②入賞者数

①327名＋
2件

②2名＋
3件

①300名
②5名

①322名
②３名

物理ﾁｬﾚﾝｼﾞ9【一次通過1】
化学84【一次通過3：銅賞1､奨励賞
1】
生物35【一次通過2：敢闘賞2】
情報13【敢闘賞7】
数学66受験
地理66受験【一次通過1：銀賞1】
地学49受験

B 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験 TOEFL Junior　１・２年全員受験 新規

CEFRB1以
上
到達200名
以上

465名
1年（7月実施）193名
2年（2月実施）272名

A 継続

TOEFL Juniorの詳細な評価基準が
なく、評価は低くなっているが、
CEFRB1段階の生徒が目標値を大き
く超えたことは評価できる。今後は
目標値についても検討の上、引き続
き、英語運用能力の育成に努めても
らいたい。

C

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

179名 150名以上 178名
京都大54名、大阪大50名、東京大
2名他

A 継続

㉒進学実績
国公立等医学部医学科進学者数
（浪人生含む）

19名 15名以上 22名 大阪公立大5名、大阪大3名、他 A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数
183名
(52%)

全体の
40％以上

52.5%
(186名/卒業

354名)

東京大2名、京都大32名、大阪大
30名、神戸大32名、大阪公立大
40名他

A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） １名進学
受験者を

出す
1名進学 西シドニー大学（オーストラリア） A 継続

AA

AAA

実績 実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績

共
通
の
取
組

AAA

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数は目標
値を上回り、昨年度に引き続き高い
実績を維持している。国公立等医学
部医学科進学者数は目標値及び昨年
度実績を上回っており、大変評価で
きる。引き続き、学習指導及び進路
指導の充実を図っていただきたい。

AAA

目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅶ．課題研究活動

総合評価

天王寺高校らしさ「野人たれ」を実現するための、学習指導、行事等各種の活動がうまくシステム
化されている。また、課題研究に関するテキストを自作するなど、組織的な取組みを実施している
ことが評価できる。今後、天王寺高校の成果をGLHS以外の学校に普及する方策を確立していただ
きたい。

全国規模のコンクール・コンテスト
等の受験者数等は昨年度実績を下
回ったものの、多数の生徒がコン
クール・コンテスト等に参加してい
ることは評価できる。入賞者も目標
値を下回ったが、引き続き、高いレ
ベルのコンクール・コンテストに
チャレンジしていただきたい。

学力調査の結果から、特に１年から
２年にかけての学力の伸長がみられ
た。大学入学共通テスト5教科7科
目受験者の割合は目標値及び昨年度
実績を上回ったことも評価できる。
引き続き、高い水準で学力の向上に
努めてもらいたい。



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立生野高等学校

コメント 評価

①基礎学力の定着 継続
1 自学自習時間を増や
す取組
2 進学講習の実施

1 (1)学習状況調査の
実施
　(2)進路HRの実施
2  ３年進学講習参加者
数

1(1)２回実施済
  (2)各学年５回
2
・３年前期希望者講習
　　751名
・３年後期希望者講習
　　361名
・３年夏期講習
　　924名

1(1)年３回実施
  (2)各学年５回
2
・３年前期希望者講習
　　750名
・３年後期希望者講習
　　350名
・３年夏期講習
　　1000名

1(1)年３回実
施した
(2)進路HR
１年５回
２年９回
３年１０回実
施

２
ほぼ計画通り
に実施

1(1)
平日
・1年前期　77.7分
・2年前期　87.4分
・３年前期　169.5分
休日
・1年前期　142.2分
・2年前期　139.4分
・3年前期　5.45時間
・1時間未満（前期）
　1年19.7％
　2年16.9％

・３年前期希望者講習
　735名
・３年後期希望者講習
　457名
・３年夏期講習
　925名

A

1(1)
・各学年の自学自習時間
・１年・２年の平日の自
学自習時間１時間未満の
割合
2　進学志望達成率

1(1)
・1年前期　84.8分
・2年前期　72.1分
・3年前期　173.8分
・1年後期　86.9分
・2年後期　77.3分
・3年後期　208.3分
・1時間未満（前期）
　　1年29.4％
　　2年30.1%
・1時間未満（後期）
　　1年28.1％
　　2年23.8%

1(1)
・１、２年
　90分
・３年
　180分
・１時間未満
　30%以下
2　達成率
　65％以上

1(1)第1回
実施、11
月に第2回
実施

２
進学志望達
成率

1(1)
平日
・1年前期　77.7分
　11月　　　79.8分
・2年前期　87.4分
　11月　　　87.6分
・３年前期　169.5分
　11月　　　219.5分
休日
・1年前期　142.2分
　11月　　　131.6分
・2年前期　139.4分
　11月　　　136.3分
・3年前期　5.7時間
　11月　　　7.3時間
・1時間未満（7月→11
月）
　1年19.7％ → 19.0％
　2年16.9％ → 15.9％

B 継続

②言語活用力・ICT活
用力

継続
プレゼンテーション能
力の向上

・プレゼンテーション
発表者数（校内・校
外）
・海外サイエンスツ
アーでの研究発表

・校内
　　延べ 717名
・校外
　　延べ49名
・中間発表会満足度
　　94%

・校内
　　延べ 720名
・校外
　　延べ50名
・中間発表会満足度
　　95％

校内は達成、
校外もほぼ達
成

・１，２年生は全員が複数
回プレゼンテーションを実
施。
・校外は延べ45名
・中間発表満足度　95.5％

A

・アンケートによる生徒
の評価
・情報収集能力およびプ
レゼンテーション能力の
向上

・中間発表会満足度
　　94%

・情報収集能力およびプ
レゼンテーション能力が
向上したと感じる生徒の
割合７０％以上

中間発表満
足度
95.5％

・１，２年生は全員が複
数回プレゼンテーション
を実施。
・校外は延べ45名
・中間発表満足度
95.5％

A 継続

③英語運用能力 継続
1 英検を利用しての英
語運用能力向上
2 英語集中講座の実施

1 運用能力をはかる目
安として英検を活用
し、計画的にその向上
を図る。
2 英語集中講座参加者
数

1
・1年準2級以上取得率
　　69.7％
・2年2級以上取得率
　　50％
2
・英語集中
（グローバルリーダー）
講座参加者数
　23名（77％増）

1
・1年準2級以上取得率
　　60％
・2年2級以上取得率
　　50％
2 英語集中（グローバ
ルリーダ－）講座参加
者数　25名以上

１
・1年生は受
験なし
2年次に2級
を受けるよう
に指導

・2年結果判
明は来年3月
8日

2 参加者増

1
・1年準2級以上取得率
　　30％
・2年2級以上取得率
　　14％

２　英語集中講座参加者
　　36人

-

1
・英検2級以上取得率
2
・英語集中（グローバル
リーダーズ）講座
参加者数

1
・1年準2級以上取得率
　　69.7％
・2年2級以上取得率
　　50％
2
・英語集中
（グローバルリーダー）
講座参加者数
　23名（77％増）

1
・1年準2級以上取得率
　　60％
・2年2級以上取得率
　　50％
2
・英語集中（グローバル

リーダー）講座参加者数
　25名以上

１
・1年生は
受験なし
2年次に2
級を受ける
ように指導
した

2 参加者増

1
・1年準2級以上取得率
　　30％
・2年2級以上取得率
　　14％

２　英語集中講座参加者
　　36人

B 継続

④違いを認め共に生き
る力

継続 異文化理解教育の推進
・海外スタディツ
アー、サイエンスツ
アーの参加者数

・コロナ関係で実施でき
ず

・60名以上

・海外スタ
ディツアーは
中止
・サイエンス
ツアーは代替
としてオンラ
イン講演会を
３月実施

・韓国泳薫高校との交流
　放課後　計３回
・サイエンスツアー代替オ
ンライン研修を３月に2回実
施
14名、16名

A
・アンケートによる生徒
の評価（肯定的意見）

・スタディツアー
98％
・80％が参加して英語
に自信がついた、
100％が英語への学習
意欲が増したと回答
・サイエンスツアー
　コロナ関係で実施でき
ず

・90%以上

・韓国泳薫
高校との交
流会満足度

100％
・サイエン
スツアー代
替オンライ
ン研修の満
足度100％

・韓国泳薫高校との交流
会満足度100％
・サイエンスツアー代替
オンライン研修の満足度
100％

A 継続

⑤共感力、協調性、健
康・体力を育む

継続
部活動・学校行事の活
性化

・自治会による部代表
者会議及びリーダー講
習会実施による所属集
団への貢献と自己目標
追求の姿勢を涵養
・学校行事に進んで参
加する生徒の割合
・府大会以上の大会出
場部数を恒常的に確保

・コロナの影響で各種大
会開催されず

・部代表者会議の開催
6回
・リーダー講習会参加
65名以上
・行事参加率調査
80%以上
・延べ20部以上

・部代表者会
議及びリー
ダー講習会実
施
・文化祭全部
参加
・延べ12部
出場

・部代表者会議6回を実施
・リーダー講習会は後期終
業式の日に実施して44名参
加
・体育祭は中止、文化祭は
全部参加、満足度97％

B

・学校教育自己診断によ
る生徒の評価（達成感、
満足度）
・府大会以上の大会出場
部数

・部活動参加率97%
・文化祭　中止
・体育祭　97%
・陸上部、男女ソフトテ
ニス部、写真部、柔道部

・学校教育自己診断によ
る生徒の評価（達成感、
満足度）80%以上
・府大会以上の大会出場
部数　延べ20部以上

・生徒の満
足度

80.3%
・府大会以
上出場12
部、陸上部
全国決勝進
出、写真部
全国準優勝

・生徒の満足度80.3%
・府大会以上出場12部、
陸上部全国決勝進出、写
真部全国準優勝

A 継続

⑥規範意識 継続
欠席・遅刻を減らす取
組

・教員の一致した指導
校門指導毎朝、登校指導
年間4回、遅刻特別指導

・保護者との連携
・生徒指導部による特
別指導随時
・全教員による登校指
導年間4回
・毎朝の校門指導

校門指導毎
朝、登校指導
年間4回、遅
刻特別指導

・コロナにより保護者は参
加できず。登校指導は2月に
4回目を実施した。
・毎朝校門指導を実施

B ・欠席者数、遅刻者数

・遅刻者数
　　延べ1928名
・欠席者数
　　延べ4280名

・遅刻者数
　延べ1500名以下
・欠席者数
　延べ4000名以下

遅刻者数
1832

欠席者数
4680

B 継続

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

⑦高い志を育む 充実

1 国公立大学へのキャ
ンパスツアー
2 卒業生による講演会
3 リーダー講習会
4 地域清掃等ボラン
ティア活動
5 灯びプロジェクト
6 振り返りの実施

1 キャンパスツアー参
加者数
2 講演会の回数
3 講習会の参加者数
4 地域清掃活動の回数
5 灯びプロジェクト参
加者数
外部発表会への参加率
6 定期考査、学力テス
ト等で振り返りを実施

1
・1、2年夢ナビ
  コロナのため中止
・キャンパスツアー参加
者　79名（大阪大学の
み）
4
（PTAと連携した）地域
清掃の実施　1回　体育
祭

1
・1、2年夢ナビ参加者
300名以上
・キャンパスツアー参
加者100名以上
3 リーダー講習会参加
者65名以上
4 PTAと連携した地域
清掃の実施2回以上
6 すべての定期考査や
学力テスト、模試で実
施

１
・夢ナビ1年
生徒全員に紹
介
・キャンパス
ツアー参加者
128名
２講習会
・3年15講
座、1年、2
年英国で実施
・リーダー講
習会実施
６振り返りは
すべての定期
考査や学力テ
スト、模試で
実施。

１
・夢ナビ
オンラインでの開催を1年生
徒全員に紹介
・キャンパスツアー参加者
京大10名（人数指定）
阪大118名
２講習会
・3年15講座、1年夏季、2
年常時英国で継続実施
・リーダー講習会は後期最
終日に実施44名参加
６振り返りはすべての定期
考査や学力テスト、模試で
実施した。また、振り返り
を行う授業も増え、授業改
善にも生かされている。

A
・アンケートによる生徒
の評価（肯定的意見）

1
・1、2年夢ナビ
　  コロナのため中止
・キャンパスツアー参加
者79名（大阪大学の
み）参加満足度
97.2%
4（PTAと連携した）地
域清掃の実施　1回　体
育祭

1
・夢ナビ85.0％
・キャンパスツアー参加
満足度95%
6 すべての定期考査や学
力テスト、模試で振り返
り実施

１
・キャンパ
スツアー満
足度
98％
６振り返り
100％実施

１夢ナビ
・コロナ禍によりオンラ
インでの開催を1年生徒全
員に紹介
・キャンパスツアー参加
者
　京大10名（人数指定）
　阪大118名　満足度
98％
２講習会参加者は未集
計。英国の講座はほぼ会
場の定員に達している
６振り返り　100％実施

A 充実

夢ナビの開催など、コ
ロナ禍で昨年度できな
かった取組みから今年
度実施でき、生徒の満
足度も高い。引き続
き、取り組み内容の充
実に期待したい。

A

⑧授業力の向上 継続
1 校内における研究授
業の実施
2 授業の相互参観

1 研究授業の回数
2 相互参観の教員参加
率

1
・国、社、数、理、英、
体、家
・研究授業公開数20
2
・見学週間は公開率
100％
・見学率65％

1 各教科1回以上の実
施

2 全教員による授業参
観参加

１　計10回
実施
２　見学週間
・公開率
100％
・平均見学率
　52.4％

１
　英語、数学、理科、体
育、国語で実施

2　見学週間第一回
　　57.1%　　36/63
　　見学週間第二回
　　47.6％　　30/63

C
・授業評価による授業理
解度

第一回目→第二回目
1年88.7%→88.1%
2年89.1%→91.1%
3年88.8%→89.1%

1年　85％以上
2年　90％以上
3年　90％以上

第一回目、
第二回目と
も目標達成

第一回目→第二回目
1年88.8%→91.1%
2年89.5%→91.1%
3年91.5%→94.6%

A 継続

⑨授業力の向上 継続
民間教育産業等の研修
への参加

参加者数
   13名参加
　駿台12、他１

30名以上（教員数の約
半分）

   延べ26名
参加

のべ26名参加
駿台18、他8

C
授業評価による授業理解
度

第一回目→第二回目
1年88.7%→88.1%
2年89.1%→91.1%
3年88.8%→89.1%

1年　85％以上
2年　90％以上
3年　90％以上

第一回目、
第二回目と
も目標達成

第一回目→第二回目
1年88.8%→91.1%
2年89.5%→91.1%
3年91.5%→94.6%

A 継続

⑬GLHS校以外の生徒
の資質向上

新規
探究Ⅱポスター発表、
成果発表会への参加

参加名数 -
参加名数
20名

７名参加
・兵庫県生物学会、住吉高
校で発表

- 参加満足度（４段階） - - - - 継続

⑭GLHS校以外の教員
の指導力向上

新規

・探究Ⅱポスター発表
と成果発表会、研究協
議への参加
・公開授業・研究協議
への参加

参加名数 -
参加名数
20名

22名参加

・校長向けGWS活用講座参
加22名
　満足度100％、活用度
77％

- 参加満足度（４段階） - - 3.6 - 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度

の
取組 取組指標

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績前年度実績 目標値 実績

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

生野高校がこれまで積
み上げてきた探究活動
のノウハウとその効果
を、他校に普及しても
らいたい。その手法と
して他校に出向くこと
も一つであはあるが、
是非生野高校が主催す
る課題研究発表会等を
他校の生徒・教員を招
くなど、地域の探究活
動の拠点としての役割
を担っていただくこと
を期待する。

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

英語集中講座の取組み
が昨年度から増加し、
今年度は昨年度以上の
参加者数となったこと
は大変評価できる。ま
た自学自習時間につい
ては、目標値には達し
なかったものの、１時
間未満の割合は昨年度
に比べ大きく減少して
おり、評価できる。そ
の要因について分析す
るとともに、引き続
き、学習指導の授業を
図っていただきたい。

実績の詳細

A

学
校
独
自
の
取
組

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

昨年度実施できなかっ
たサイエンスツアーを
今年度はオンラインに
より実施し、生徒満足
度も目標値を上回った
ことから、評価でき、
異文化理解の促進に貢
献したのではないか。
体育祭が中止となり思
うように行事ができな
かったものの、継続し
て部活動での高い実績
を残しており、文武両
方ともに充実が伺え
る。引き続き、生徒
個々の能力の伸長に努
めてもらいたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す 3年生の授業理解度の

向上は評価でき、その
要因について分析され
たい。生徒は自身の学
習の振り返りを、教員
は自身の授業の振り返
りを実施する文化が定
着することを期待した
い。

A

AA

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

小項目（はぐくみたい力）

・言語活用力

・ICT活用力

・読解力リテラシー

・科学的リテラシー

・英語運用能力

・その他

小項目（はぐくみたい力）

・違いを認め共に生きる力

・共感力

・協調性

・紛争を解決する力

・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）

・規範意識

・高い志

・その他

小項目（はぐくみたい力）

・授業力向上

・教材開発

・その他

資料２－８



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立生野高等学校

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

76% 80% 77.3% 272名／352名 A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入試センター試験の5教科7科
目の受験者の得点が全国平均（９０
０点満点）の１１０％以上の割合

54% 60% 58.5% 159名／272名 A 継続

⑱課題研究活動
アンケートによる生徒の評価（2年
の発表を見た1年の満足度）

昨年度は探究活動に
関して事前・事後の
満足度について、そ
の伸び率を調べた。
15項目
事前平均67％
事後平均81％

情報収集能力および
プレゼンテーション
能力向上したと感じ
る生徒の割合70％以
上

58% B 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

府レベル以上のコンテスト出品数と
入賞件数

全国９品４件
近畿17品11件
　府78品35件

全国５件
近畿10件
府40件

入賞数
全国2件
近畿1件
府56件

北海道大学主催「海の宝コンテス
ト」全国準優勝

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験
1 英検を利用しての英語運用能力向
上
2 英語集中講座の実施

1
・1年準2級1次合格率
８９％、既取得者を合
わせると９３％
・2年176名50％
2 英語集中（グローバ
ルリーダー）
講座参加者数
23名（77％増）

1
・1年準2級以上取得率
　　60％
・2年2級以上取得率
　　50％
2
・英語集中
（グローバルリー
ダー）

講座参加者数
20名以上

１
2年2級以
上取得率
44％
２
参加者31
名
満足度
100％

1
１年生は未実施

B 継続

英語集中講座の参加生徒数が昨年度
より増加しており、経年として増加
傾向にあることは大変評価できる。
英語資格の取得については、目標値
を下回っており、改善策について検
討が必要である。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

48名 50名 57名 A 継続

㉒進学実績 進路希望達成率 75% 75% 78% A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 142名 150名 157名 A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 1名 1名 A 継続

A

実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記 大学入学共通テストの5教科7科目
受験者の割合は、昨年度に引き続き
目標値に達しなかった。一方で、学
力調査の結果について、１年から２
年にかけての伸長には課題があるも
のの、２年から３年にかけての伸長
は大きく飛躍している。その要因に
ついて分析するとともに、今後の学
習指導に役立ててもらいたい。

A

実績

Ⅶ．課題研究活動

総合評価

授業改善について、生徒や教員の振り返りを重要と位置づけ、PDCAサイクルの「C」と「A」を確実に回し
ていることは特筆すべき取組みである。今後、指導力向上の取組みに教員が積極的に関与できるようなシステ
ムを構築することにより、教員間での相互啓発による相乗効果が生まれるのではないか。また、課題研究の質
的向上に向けた取組みにも期待したい。

課題研究活動における生徒アンケー
ト結果によるプレゼン能力の向上等
の満足度が低下している点は改善を
図っていただきたい。コンクールや
コンテストについても目標値を下
回ったので、さらなる取組みの充実
を期待する。

A

Ⅸ．進学実績

全ての項目で目標値及び昨年度実績
を上回ったことは大変評価できる。
その要因を分析し、今後は目標値に
ついて更新することも検討を視野
に、さらなる飛躍を期待する。ま
た、能動的思考型への学習改善が今
後実績として現れることを期待した
い。

AA



府立三国丘高等学校

コメント 評価

①基礎学力及び自学自習
力の向上

充実

①隔週土曜授業の実施
②三丘エクセレンス、三
丘スタディーハードの充
実
③成績不振者講習の実施
（１・２年生）

・実施回数
・実施回数
・実施回数（実施教科）

・13回実
施
・23回、
261回実施
・84回実
施

・10回
・25回、
200回以上
・年間60
回以上

・10回
・20回、
279回実施
・81回実
施

②三丘エクセレンス　緊急事
態宣言解除後開始

A

・アンケートや感想
・ １，２年生での自学自
習を2時間以上行う生徒の
割合
・補充講習への出席率

・70.2％
・1年49％
  2年59％
・100％

・肯定的意
見60%以
上
・ ５０％
以上
・１００％

・68.3%
・1年70％
  2年60％
・100％

A 継続

②読解力リテラシー育成
継続

④読書指導の充実
⑤文章要約、文章能力の
育成

・読書案内の発行
・読書記録による指導
（１、２年全員）

・7回発行
・1年7
回、2年4
回提出

・年間３回
・学期提出
・年間3回
以上

・9回発行
・1年8
回、2年10
回提出

A
・読書記録提出による自
主読書量

・1年８作
品
2年7作品

・１，２年
年間5作品
以上

・1年18作
品
2年10作品

A 継続

③科学的リテラシー、ICT
活用力及び課題解決能力
を育む

充実

⑥「課題研究（CS研
究）」などの充実
⑦プレゼンテーション能
力の向上

・大学研究室の訪問回数
・CS研究Ⅰ・Ⅱの充実
・校内外での発表会等で
のプレゼン

・0回訪問
・毎週継続
実施
・14回実
施

・10回
・毎週継続
実施
・のべ年間
１０回

・0回訪問
・毎週継続
実施
・21回実
施

・中止

・CSⅡ2回、SSH関係8
回、SGH関係5回、その
他6回

A

・「課題研究（CS探
究）」の延べ発表班数
・実施後のアンケートや
感想

・94回
・92%

・口頭及び
ポスター発
表100回以
上
・肯定的感
想・意見が
80%以上

・158回
・92％

A 充実

④英語運用能力の育成 継続
⑧4技能統合型授業の実施
⑨英語の特別レッスン

・実施回数
・実施回数

・１，２年
毎週実施
・10回

・１，２年
毎週実施
・10回

・１，２年
毎週実施
・15回実
施

・SSH3回、SGH3回、
英検6回、オンライン３回

B

・アンケートや感想
・各種４技能型英語外部
テストの受験者数
・特別レッスン参加者数

・82.2％
・実施せず
・70人

・肯定的意
見80%以
上
・英検2級
以上取得者
100人以上
・延べ7０
人

・82.3%
・318人
・171人

A 継続

⑤違いを認め共に生きる
力の育成
（異文化・国際理解）

継続
⑩海外研修等の充実
⑪海外生徒との交流や留
学生の受け入れ

・海外研修参加人数
・交流・留学受け入れ人
数

・110人
・0人

・100人
・70人

・41人
・6人

新型コロナにより、海外渡航
が不可能なため、代替実施
・ﾘｰﾊｲ大学オンライン研修
34人
・デ・ラサール大学（フィリ
ピン）オンライン交流

A
・アンケートや感想によ
る生徒の評価
（肯定的な意見）

・ 肯定的
評価95%

・肯定的評
価90%以
上

・ 肯定的
評価100%
・肯定的評
価100%

A 継続

⑥違いを認め共に生きる
力の育成
（ボランティア活動
　　・地域交流活動）

継続
⑫地域ボランティア活動
への参加

・幼稚園や小学校等の世
代間交流(防災宿泊訓練含
む）の参加人数
・地域中学校と連携した
科学教室の実施

・実施せず
・中止

・ 4０人
・のべ100
人

・中止
・中止

新型コロナウイルス感染
症のためすべて中止

―

・アンケートや感想によ
る生徒の評価（防災宿泊
訓練・幼稚園ボランティ
ア）
・アンケートや感想によ
る参加者の評価
　　（三国丘科学教室）

・実施せず
・中止

・肯定的感
想が80%
以上
・参加者の
肯定的意見
８０％以上
・参加者の
増加

・中止
・中止

A 継続

⑦健康・体力・協調性と
豊かな感性の育成

継続
⑬部活動の振興
⑭学校行事の充実

・部活動加入促進
・学校行事（文化祭、体
育祭、芸術祭、マラソン
大会）実施

・97.9％
・体育祭中
止、文化祭
無事故で実
施

・ 95%
・内容充実

・95.3％
・体育祭、
文化祭無事
故で実施

A

・大阪府代表や近畿全国
大会への参加・出場件数
・アンケートや感想によ
る生徒の評価

・３件
・肯定的感
想が大半

・ 5件
・肯定的評
価９０％

・11件
・肯定的感
想が大半

A 継続

⑧高い志を育み進路実現
を果たす

充実

⑮社会で活躍する卒業生
を活用した講座「三丘セ
ミナー」や各種研究講演
会の実施・充実
⑯東京方面キャンパスツ
アーの実施
⑰大学見学の実施
⑱医療インターンシップ
の実施

・講座（講演）の開催回
数
・参加人数

・25回実
施
・中止
・中止
・0人

・ 25回
・20人
・４５０人
・５０人

・26回実
施
・中止
・中止
・中止

・三丘セミナー11回、進
路関係15回

B

・難関国公立大学（10大
学）への進学者数 (東大、
京大、阪大、北大、東北
大、名大、九大、神大、
市大、府大)
・大学医学部医学科進学
者数
・アンケートや感想によ
る生徒の評価

・190人
・10人
・中止

・ 150人
以上
（現役100
人以上）
・10人以
上
・肯定的意
見80%以
上

・257人
（現役192
人）
・10人
・肯定的感
想が大半

A 継続

⑨規範意識の醸成 継続
⑲遅刻指導の徹底
⑳朝のあいさつの奨励
㉑リーダーズ研修の実施

・教員による校門指導と
　担任、教科担当の指導
・年間12回の実施

・校門指導
を日常的に
実施
・10回の
実施

・校門指導
を日常的に
実施
・年間12
回の実施

・校門指導
を日常的に
実施
・13回の
実施

・ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰｽﾞｾﾐﾅｰ1回、
救急法講習会1回、キャプ
テン会議11回

A
・ 1日1クラスあたりの
遅刻人数

・0.56人
(2,380件)

・0.5人未
満

・0.53人
（968件）

B 継続

⑩授業力向上 継続

㉓授業改善に向けての取り組み
㉔授業観察によるフィードバック
㉕保護者への授業公開の実施
㉖公開研究授業及び研究協議の実施
㉗アクティブラーニングやＩＣＴ機器活用
授業の研究
㉘他校で実施される研究授業への積極的参
加
㉙民間教育産業等との連携によるスキル
アップ研修参加

・全教員が改善シート提
出
・全員にフィードバック
・年間３回実施
・年間４回実施
・研修及び授業見学実施
回数
・参加人数

・１回目全教員提
出
・授業観察全員終
了
・今年度は実施せ
ず
・今年度は実施せ
ず
・教育センター実
施の研修等に参加
・他校や予備校等
に24名参加

・ 全教員提出
・全員フィード
バック
・年間３回実施
・年間４回実施
・研修４回
見学実施講座10講
座
・他校や予備校等
に50名以上参加

・２回目全教員提
出
・全員フィード
バック
・今年度は実施せ
ず
・１回実施（他校
から16名参加）
・教育センター実
施の研修に参加
・他校や予備校等
に13名参加

B
・授業アンケートによる
授業満足度

・93.2％

 
・80％以
上

・91.4％ A 継続

⑪進路指導力向上 充実

㉚新旧３年担任を中心と
した進学指導研修の実施
㉛各学年業者模試実施後
の研修実施
㉜センター試験分析研修
の実施

・実施回数
・実施回数
・実施回数

・1回実施
・8回実施
・1回実施

・ 年間１
回
・ 年間３
回
・ 年間１
回

・1回実施
・8回実施
・１回実施

・スタサポ3回、1年1
回、2年２回、3年2回

A

・難関国公立大学（10大
学）への進学者数  (東
大、京大、阪大、北大、
東北大、名大、九大、神
大、市大、府大)
・大学医学部医学科進学
者数

・190人
・10人

・ 150人
以上
（現役100
人以上）
・10人以
上

・257人
（現役192
人）
・10人

A 継続

⑫初任者・転入者に対す
る指導力向上支援

継続 ㉝校内研修の実施 ・研修実施回数 ・4回実施 ・10回
・14回実
施

・大学説明会2回、新着任
研修1回、ITC研修３回、
三究会５回、CS研修３回
など

A
・初任者、転入者に対す
る生徒の授業満足度の向
上

-1.20%

・授業アン
ケート肯定
的回答率
１％以上の
向上

0.6%の向
上

B 継続

⑬GLHS校以外の生徒の
資質向上

新規
①課題研究発表会の公開
②理系クラブの他校との
交流会

実施回数

①年1回以
上
②年1回以
上

①1回
②中止

①（校内）生徒研究発表
会

- 参加満足度（４段階） - - - - 継続

⑭GLHS校以外の教員の
指導力向上

新規
①課題研究授業の公開
②課題研究指導の研修お
よび情報交換会

実施回数

①年1回以
上
②年1回以
上

①中止
②2回

②府立高校教員向けオン
ライン研修2回

- 参加満足度（４段階） - - 3.8 - 継続

実績

 令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績前年度実績 目標値

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

進学実績の飛躍は大い
に評価できる。教員の
粘り強い指導が結果に
つながったのではない
か。飛躍の要因につい
て分析し、次年度にも
生かしてもらいたい。

A

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

校内外における課題研
究発表会等でのプレゼ
ンテーションの回数や
発表班数が大幅に増加
していることは大変評
価できる。課題研究で
の学びが他の教科に広
がり活性化されること
を期待している。

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

オンラインを活用し課
題研究指導に関して情
報交換を実施し、ブレ
インストーミングやマ
インドマップを活用し
た指導法など、これか
ら探究活動を充実させ
ようとする他校の教員
にとって、参考になる
ような内容で実施した
ことは大変評価でき
る。引き続き、取組み
を継続するとともに、
さらなる充実を図って
いただきたい。

A

学
校
独
自
の
取
組

コロナ禍で思うように
取組みができなかった
が、代替プログラムの
満足度が高い。英語に
関して特別レッスンへ
の参加者数も大幅に増
えており、次年度以降
の海外研修で生徒の力
が発揮できることを期
待したい。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

昨年度多かった遅刻件
数が減少したことは評
価できる。減少の要因
として委員会の生徒が
生徒に呼びかけを行う
仕組みを運用できてい
ることについては、学
校運営に生徒が参加す
る好事例である。こう
した仕掛けを他の取組
みにも応用できないか
を検討しみてはどう
か。

A

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－９



令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２ 府立三国丘高等学校

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

・92.1％ 85% ・93% A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における得点率8
割以上の者の割合

・26.8％ 30% ・8.9%

共通テストの難化により本校の得点
率も低下した（得点率７割５分の場
合：24.3％、７割３分の場合：
34.6％）

B 継続

⑱課題研究活動 校外での研究発表グループ数
26グルー

プ
30グルー

プ
・のべ21
グループ

・SSH4班、SGH12班、WWL3
班、GLHS1班、その他1班

B 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

府や全国規模のコンクール・コンテ
スト等の受賞者数

・8人 30人
・のべ31
人

・SSH12人、SGH28人、その他1
名

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験 英検２級以上取得者数 ・139人 100人以上 ・318人 A 継続

英検２級以上の所得者数は大幅に増
加しており、大変評価できる。在学
中にさらに高いレベルの資格にチャ
レンジするなど、さらなる意欲の向
上に向けた取組みに期待する。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

・122人 90人 ・121人 A 継続

㉒進学実績
難関国公立大学等（東大、京大、阪
大、神大、市大、医学部医学科）の
全合格者数（現役・浪人）

・165人 120人 ・200人 A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 ・182人 140人 ・198人 A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ・2人 １人 ・３人 A 継続

AA

実績の詳細
自己
評価

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記
大学入学共通テスト5教科7科目受
験者の割合は目標値及び昨年度実績
を上回っており、大変評価できる。
学力調査の結果についても、昨年度
と比較すると、1年から2年、２年
から３年両方とも、昨年度と比較す
ると伸長がみられ、改善されてい
る。今後も継続して学習指導、進路
指導の充実を図ってもらいたい。

AAA

実績

Ⅶ．課題研究活動

総合評価

課題研究の指導について、全校での取組みになるようチャレンジされているとともに、質的向上の
ために努力されている点は高い評価に値する。今後は生徒に課題研究の意義を伝え、教科の学びと
つながっているという経験を重ねられるようにファシリテートされると、さらなる成果を挙げるこ
とができるのではないか。

SSH・SGHの研究指定の実績を活
かしながら課題研究を進めている。
生徒の気づきを大切にする三国丘高
校ならではの課題研究がコンクー
ル・コンテスト等の受賞者数の向上
につながっている。引き続き、充実
に努めてもらいたい。

AA

Ⅸ．進学実績

難関国公立大学等の合格者数、国公
立大学現役進学者数が目標値及び昨
年度実績を大きく上回っており、大
変評価できる。また、コロナ禍で海
外交流が難しい中、海外大学進学者
が３名であったことも評価できる。
国内や校内での積極的な代替プログ
ラムの実施等が要因となっているの
ではないか。今後も継続して教科指
導・進路指導の充実を図ってもらい
たい。

AAA



　府立岸和田高等学校

コメント 評価

①・言語活用能力
　・英語運用能力 継続

英語運用能力とコミュニ
ケーション能力の育成
①ＧＬ（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ）
養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ国内版基礎の
実施②ＧＬ養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ国
内版発展の実施③GL養成
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾝﾗｲﾝ版の実施

・参加者数 ―

①②100名
以上

③10名以
上

①110名
②6名
③８名

①8月に4日間実施
②3月に他校と合同で実施
③10校合同で実施

A

アンケートや感想による
生徒の評価（肯定的な意
見）「英語研修プログラ
ムに満足しています
か。」

ー 90%以上 ①99％

①「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ全体への満足
度」は100％、「英語で
のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに自信」は
100％、「英語をもっと
勉強したい」は96％達
成。

Ａ 継続

②・学習習慣の定着
　・基礎学力の向上
　・習熟度別の学力向上

継続

自学自習の習慣の育成プ
ロジェクト
①土曜講習(特進ゼミ)･サ
ポート講習(成績不振者)等
②土曜午前の学習への取
組支援「1年ﾊｲﾚﾍﾞﾙ講習」
継続　③土曜午後を中心
に、ゆうかりホールでの
自習

①開講回数
②参加生徒の数
③のべ利用生徒数

①土曜等、
夏期計267

回
②80名

③444名

①300回
②80名

③800名

①488回
②80名

③991名

①生徒の希望に基づき、感染
防止策をとって実施。オンラ
イン等により実施の講座もあ
り。②希望者161名から選考
により80名を決定。③一昨
年からは減っているものの、
昨年からは大幅増。アクリル
板設置など感染症対策をとっ
て開館。

A

アンケートや感想による
生徒の評価（肯定的な意
見）「講習や千亀利セミ
ナーなど、土曜日の午前
は充実した学習時間を過
ごしている。」

58.6% 55%以上 53.1%

1年生の「ハイレベル講習」、3
年生の進学講習を行ったが、2年
生の土曜日の活用が低くなっ
た。

Ｃ 継続

③・ICT活用力
　・科学的リテラシー
　・読解力リテラシー

継続

新たな大学入試で求めら
れる力を育成
①スーパークラスの設置
による学校全体の学習意
欲の向上②｢岸和田学びの
スタイル｣で学年・教科の
授業到達目標を設定③朝
読タイムの実施④「岸高
手帳」でのﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ作成
とｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

①参加生徒数
②目標設定・進捗・振り返りの3
回の教科会議
③1週当たりの時間数　④取り組
み生徒数

①2・3年
各80名
②3回

③75分
④950名

①2・3年
各80名
②3回

③75分
④960名

①２・３年
各80名
②3回

③75分
④952名

①昨年に引き続き、考査
や模試等で成果を上げて
いる。今春の卒業生の進
路結果からも一定の成果
が出ている。

A

アンケートや感想による
生徒の評価（肯定的な意
見）「海外研修やSSH関
連行事など他校にはない
教育活動が準備されてい
る」

96.2% 90%以上 95.1%

実施できなかった行事も
あったものの、本校の特
色ある活動が生徒にも評
価されている。

Ａ 継続

④・違いを認め共に生き
る力
　・共感力
　・協調性

継続

①ドイツの高校生とのﾎｰﾑ
ｽﾃｨによる相互交流(11月)
②台湾での姉妹校との鳥
類の協働調査（12月）
（代替案）①海外からの
留学生との交流。②国内
での鳥類の調査。

①バディ人数
②参加人数

①６名
②７名

①10名
②5名

①8名
②12名、
１８名、３
名、10名

①10月30日に実施
②7/30和泉葛城山フィール
ドワーク、9/20岬町長松海
岸フィールドワーク、
12/18岸和田再開発地区化
石採集フィールドワーク実
施。
2/28-3/2屋久島で実施。

A

アンケートや感想による
生徒の評価（肯定的な意
見）｢海外研修はいかがで
したか」

100% 90%以上 ９０％以上

昨年に引き続き「日本文化体感プログ
ラム」を実施した。本校より8名、近
郊大学の留学生は15名参加した。ア
ンケートでは、「（非常に）良かっ
た。」と全員が回答した。台湾姉妹校
とのオンライン交流は大変充実したも
のとなった。国内のフィールドワーク
の参加者の満足度も大変高かった。

Ａ
継続

⑤・違いを認め共に生き
る力
　・共感力
　・協調性
　・社会貢献

継続

地域との交流による学び
と社会貢献①岸城幼稚園
との1年を通しての授業で
の交流　②岸高祭や学校
説明会の生徒主体の運営
③海外からの訪問の受入

①参加生徒数
②岸高祭や学校説明会の
参加クラブ数
③団体数

①319名
②13クラ

ブ
③中止

①320名
②13クラ

ブ
③－

①317名
②２１クラ

ブ
③ー

①保育体験は2学期、共同
避難訓練は３学期に実
施。②岸高祭は時間短縮
をして実施。21クラブ。
学校説明会は在校生不参
加（感染防止のため）。
クラブ見学のみ実施。③
未実施

A

アンケートや感想による
生徒の評価（肯定的な意
見）｢学校交流はいかがで
したか」

ー 90%以上 90%以上

①の保育体験は2，3学期
に実施。②の岸高祭はコ
ロナ禍のため日程を急遽
変更したものの、無観客
で2日間開催。③の留学生
との交流に参加した生徒
は全員が「よかった」と
回答。

Ａ 継続

⑥健康・体力をはぐく
み、良好な人間関係を構
築

継続

クラブ活動の振興と学校
行事の充実
①クラブ活動の活性化
②体育祭の実施　③クラ
ブリーダー研修の実施
④コミュニケーション実
践講座の実施

①クラブ加入率
②体育祭参加率
③実施回数
④参加人数

①98％
②99％

③ー
④320名

①95％
②95％
③2回

④320名

①81%
②99%
③2回

④320名

①集計方法の変更（のべ
人数から実人数）
②無観客・時間短縮
③２回目は３月実施予定
④９月２９日に実施

A

①アンケート感想によるクラブ

満足度

「クラブ活動に熱心に参
加している。」②行事満
足度（肯定的な意見）
｢学校行事に楽しく参加し
ている。」

①93.4%
②86.9%

80%以上
①91.4％
②87.6％

制約のある活動も多かっ
たか、その中で生徒なり
に工夫をして活動を行
い、昨年同様の結果を得
た。クラブリーダー研修
の参加者も多く、コミュ
ニケーション講座は好評
だった。

Ａ 継続

⑦高い志での進路実現 継続

高い志でのキャリア構想
①PT（東大京大等難関大
学向け講座）の実施　②
京大・阪大キャンパスツ
アーへの参加促進

①実施回数
②のべ参加人数

①80回
②85名

①75回
②80名

①80回
②88名

①希望生徒は各教科によ
る添削指導等を受講。定
期考査や模試等で成果を
あげ、その学習姿勢は他
の生徒の模範になってい
る。

A

アンケートによる生徒の評価

（肯定的評価）

「将来の進路や職業など
について、講演会や説明
会を実施するなど適切な
指導を行っている」

92.9% 80%以上 95.4%

3年生の講習や添削指導は
2月末まで続く。3月の後
期試験まで粘り強く指導
する。

Ａ 継続

⑧・規範意識
　・主体性の育成
　・協働性

継続

自他の気持ちを尊重する
心の涵養と規律規範の確
立
①合唱コンクール(1年2
年)芸能祭演劇(3年)　②生
徒による朝の挨拶運動の
実施　③校外登校マナー
指導の実施

①参加クラス数
②③実施回数

①16ｸﾗｽ、
芸能祭中止

②20回
③85回

①16ｸﾗｽ、
8ｸﾗｽ

②20回
③50回

①16クラ
ス、8クラ

ス
②23回
➂８0回

①合唱コンクールをモザ
イクアートコンテストに
変更。
②23回実施
➂全教員…１０日
　生徒指導係…1５日
　部長…５５回

A

アンケートや感想による①
生徒「文化祭などの学校行
事に楽しく参加している」
②保護者の評価（肯定的な
意見）「社会人としてのモ
ラルを守る生徒を育てよう
としている。」

①86.9%
②83.3%

①85%以
上

②80%以
上

①87.6％
②82.1％

2年連続で合唱コンクール
の代替を企画したが、生
徒・教員共に苦労した。
自治会の生徒中心にでき
る限りの努力をした。

B 継続

⑨・高い志
　・社会貢献

継続

グローバルな視野の養成
①サイエンスツアーの実
施　②姉妹校との台湾
フィールドワークの実施
（代替案）②国内フィー
ルドワークの実施

①のべ参加人数
②参加人数

①ー
②７名

①20名
②5名

①10名
②１２名、

１８名

①2/28-3/2 屋久島。
②7/30和泉葛城山フィー
ルドワーク、9/20岬町長
松海岸フィールドワーク
実施

A

アンケートや感想による
満足度（肯定的な意見）
「今回のプログラムはい
かがでしたか。」

100% 90%以上 ９０％以上

①事前・事後指導とも
に、生徒は積極的に活動
にとりくみ、満足度も高
かった。②のフィールド
ワーク満足度が高かっ
た。

Ａ 継続

⑩授業力向上 継続

①公開授業週間の設定
②生徒による授業評価実
施
③ICT機器の活用とAL型
授業の導入
④AL型授業実践＆研究協
議研修の実施

①教科毎に1週間
②実施回数
③活用教員数
④実施回数

①教科毎に
1週間
②２回
③64名
④２回

①教科毎に
1週間
②２回
③60名
④２回

①教科ごと
に1週間
②2回

③60名
④2回

①全教科設定。今年度
「授業力向上チーム」が
発足し、これまで以上に
相互見学が活性化。

A

授業満足度（授業アン
ケート）
・「授業に満足してい
る。」項目３～７・「知
識や技能が身についた」
項目９

・3.45
・3.38

・3.2以上
・3.2以上

・3.38
・3.28

前年度より若干低くなっ
たが、高い数値を保って
いる。

B 継続

⑪課題研究の教材開発・
指導法の開発 継続

①2年文理課題研究発表会
の実施
②3年キャリアスタートゼ
ミでの論文作成
③1年セレンデピティ（課
題研究基礎）ノートの作
成
④ルーブリック評価の作
成

①発表本数・口頭発表本
数・ポスター発表数
②論文本数　③プリント
教材の枚数
④生徒への提示回数

①口頭発表
60本、ポ

スター119
本

②152本
③２０
④3回

①口頭発表
本数60
本、ポス

ター100本
②150本
③20枚
④３回

①口頭発表
78本、ポ

スター111
本

②179本
③18枚
④3回

①新型コロナウイルス感
染拡大の影響により中間
発表会は規模を縮小して
実施し、最終発表会は通
常通り実施できた。②3年
生文理学科理科の生徒全
員。

A
文理課題発表会などの発表や課
題研究のアンケートでの肯定的
な意見

80%以上 75%以上 約70％

調査方法・学習意欲・基礎的
意識・観察力・分析力・課題
設定力・課題解決力・表現力
という項目において調査を実
施。ほとんどの項目で７０％
を超え、なかには分析力につ
いては８０％以上が肯定的な
意見となった。

B 継続

⑫初任者等経験の浅い教
員の指導力向上

継続

①経験の浅い教員向け校
内研修の実施　②経験10
年目の教員の企画による
初任者と経験2年目以上の
教員の交流研修の実施
③模試分析会で教科別グ
ループワーク実施、現状
の課題と今後の授業内容
検討

①②③実施の回数

①年間９回
②年間2回
③7回コロ
ナで２回中

止

①12回
②1回
③9回

①12回
②1回
③9回

①初任者と10年目の教員が
様々なテーマで活発に交流が
できた。②10年目教員が中
心になりグーグルクラスルー
ムを用いた研修を全教職員を
対象に行った。③模試分析会
ではグループワークをとる時
間があまりなかった。

A

アンケートや感想による
教員の評価 ・「本研修で
知識は広がりました
か。」授業アンケート
授業計画項目４・「毎時
間授業の目標や大切なポ
イントを説明してくれ
る」

・100％
・3.48

・95％以
上

・3.3以上

・100%
・3.39

研修では若手教員からの
発展的な提案も見られ
た。授業アンケートは
１、2回目とも目標を達成
している。

Ａ 継続

⑬GLHS校以外の生徒の
資質向上

新規
①課題研究発表会
②他校科学部との交流

①参加学校数及び生徒数
②実施回数

-
①2校6名
②2回

①1校4名
②０回

①9月9日・10日に実施され
た課題研究中間発表会では、
新型コロナウイルス感染拡大
のため、規模を縮小し，外部
の参加は不可とした。1月29
日の最終発表会では4名の生
徒が参加し、「換気方法と室
温の変化に関する研究」を発
表し、互いに質疑・応答する
ことで、理解を深めた。

- 参加満足度（４段階） - - 4.0 - 継続

⑭GLHS校以外の教員の
指導力向上

新規 教員研修 参加学校数及び教員数 - ３校６名 7校7名

12/7　第1回「総合的な探
究の時間」意見交換会～泉州
の探究を考える会～
として、探究学習に関する情
報交換会を実施。7校7名の
教員が来校し、本校の教員と
探究活動に関する悩みや工夫
等の情報交換を行った。

- 参加満足度（４段階） - - 4.0 - 継続

実績前年度実績 目標値 実績

 令和３年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値取組指標

ICT支援授業や公開授
業・研究授業による授
業力向上の取組みを学
校全体で取組んでいる
ことが大変評価でき
る。今後も取組みの継
続によりさらなる発展
を期待したい。

A

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

基礎学力も含めて学力
の向上にかかる取組み
は、教員全体で充実に
努めており、岸和田高
校の生徒のニーズに応
えることができてい
る。今後、成果と課題
を常に見極めながら、
さらなる取組みの充実
に期待したい。

A

A

地域拠点としての取
組み初年度にあっ
て、近隣高校を招い
て「総合的探究の時
間」の意見交換会を
企画・実施できたこ
とは、他校への探究
活動のノウハウの普
及の観点から、非常
に効果的で評価でき
る。次年度以降も継
続的に実施し、地域
の探究活動の拠点校
として活躍を期待す
る。

学
校
独
自
の
取
組

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

協調性・共感力を育む
ためのさまざま角度か
らの豊富な取組みは評
価に値する。また、取
組みにあたっては地域
資源も効果的に活用で
きている。今後、取組
みの成果については、
是非他校にも発信し、
ノウハウを共有しても
らいたい。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

高い志を維持するため
の粘り強い指導は、今
後も継続していただき
たい。一方、行事への
参加については、行事
への参加の意義や目的
を生徒と教員が共有
し、生徒が主体的に行
事を企画するような仕
組み作りなどを検討し
てはどうか。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他
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コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

221名
71.1%

240名
75％

223名
70.3%

大学入学共通テスト時点での在籍者
数317名に対し、大学入学共通テス
トの5教科7科目受験者は223名で
あった。

B 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テストの
5教科7科目の得点率80%以上の受
験者数（割合）

32名
10.2%

40名
12.8％

3名
1.3%

大学入学共通テスト時点での在籍者
数317名に対し、大学入学共通テス
トの5教科7科目の得点率80％以上
の受験者数は3名であった。

B 継続

⑱課題研究活動
ルーブリックを用いた観点別評価を
行い、研究活動の質の向上と、適正
な評価を行う。

100% 80％以上 100%
すべての項目でルーブリックを用い
た評価を実施。

A 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の参加者人数

132名 100名 135名

国税庁主催「税に関する高校生の作
文」コンクールに94名が応募。う
ち2名が岸和田税務署長賞を、1名
が岸和田貝塚租税教育推進協議会長
賞を受賞。課題研究の成果を用いた
コンクール・コンテストの参加人数
は３7名。科学オリンピックに参加
した人数は４名であった。

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験
英語外部検定試験（G-TEC,英検）
の目標達成割合

・「A2」98%
・ 準2級81％、
　２級62%、
　準１級28%

・CEFR「A2」以
上８５％
・英検受験者中準２
級80％以上、２級
６０％以上合格

・「A2」以上
98%

・準２級92%
２級63%
準１級６%

・１，２年生が１２月にGTEC４技能型を受験。624名中
613名がA2以上のスコアを獲得した。
・英検（希望者受験）は、準１級を１８名中１名、２級を７
９名中５０名、準２級を２６名中２４名が受験し合格した。
２級、準２級の設定目標は上回ったが、準１級の合格者は１
名にとどまり前年を下回った。

A 継続

在学中に英検にチャレンジする一定
数の生徒がいることは評価できる。
今後もより高い英語運用能力を身に
付けられるよう、資格取得を含め働
きかけを行ってもらいたい。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

35名
40名

12.8％
42名

東北2名、京都2名、大阪16名、広
島1名、神戸13名、岡山6名、早稲
田1名、慶応1名

A 継続

㉒進学実績

国公立大学&主要私大（早稲田・慶
応・上智・東京理科大・MARCH・
関関同立・同女・薬学部・歯学部・
医学部）現役進学者数

230名 220名 230名

下記の国公立に加え、私立大で早稲
田1名、同志社大11名、立命館大5
名、関西大44名、関西学院大21
名、私立薬学部11名など

A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 134名 130名 130名
東北2名、大阪15名、神戸9名、広
島1名、大阪公立36名など

A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 1名以上 1名 King's College London 1名 A 継続

A

府立岸和田高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

共通テスト５教科７科目受験者の割
合が昨年度に引き続き、目標値を下
回った。学力調査においても、１年
から２年、２年から３年の両方とも
伸長しきれていない結果となってい
る。それぞれ要因について分析し改
善に努められたい。

B

Ⅶ．課題研究活動

総合評価
ICT支援チームによるICT機器活用促進のための取組みや公開授業・研究授業による授業力向上の
ための取組みを学校全体で行っていることが評価できる。また、生徒の自主性を育成するため、生
徒にさまざまな学習の場を提供していることも評価できる。今後の更なる発展を期待したい。

ルーブリック評価の研究は、探究活
動の充実の観点からは、非常に重要
であり、評価できる。評価項目につ
いて常に見直しを図りながら、評価
を活用した探究活動の充実に期待す
る。

A

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数が目標
値及び昨年度実績を上回っており、
評価できる。国公立大学現役進学者
数も安定した実績を残している。
スーパークラスの効果等を検証し、
さらなる飛躍を期待する。

A


